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一
、
発
掘
の
概
況

　

ト
ユ
ク
石
窟
は
、
新
疆
ト
ル
フ
ァ
ン
地
区
鄯
善
県
吐
峪
溝
（
ト
ユ
ク
）
郷
吐
峪
溝
麻

紮
（
ト
ユ
ク
マ
ザ
ー
ル
）
村
に
あ
り
、
吐
魯
番
市
か
ら
西
に
約
六
〇
キ
ロ
隔
た
っ
て
い

る
（
挿
図
1
）。
ト
ユ
ク
溝
は
火
炎
山
山
脈
東
部
に
位
置
し
、
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
流
れ

て
い
る
。
北
は
蘇
貝
希
（
ス
バ
シ
）
に
通
じ
、
南
は
洋
海
に
臨
み
、
全
長
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
古
来
、
ト
ユ
ク
溝
は
火
炎
山
を
南
北
に
貫
通
す
る
主
要
な
交
通
路
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

　

石
窟
は
、
主
に
ト
ユ
ク
溝
南
部
の
東
西
両
側
の
断
崖
に
開
鑿
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る

石
窟
は
約
百
窟
余
り
、
そ
の
う
ち
壁
画
が
現
存
す
る
石
窟
は
九
窟
で
、
そ
の
他
は
主
に
僧

房
や
禅
窟
な
ど
、
生
活
に
用
い
ら
れ
た
窟
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
ト
ユ
ク
溝

両
側
の
山
上
に
も
多
く
の
地
面
寺
院
址
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
石
窟
が
初
め

て
開
鑿
さ
れ
た
年
代
は
お
そ
ら
く
高
昌
郡
時
代
（
四
�
五
世
紀
前
後
）
で
、
唐
の
西
州
時

代
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
存
続
し
た
。
後
の
高
昌
回
鶻
時
代
（
九
�
十
三
世
紀
）
に
は
、

主
に
石
窟
の
重
修
と
地
面
寺
院
の
造
営
が
行
わ
れ
た
。

　

ト
ユ
ク
石
窟
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
い
て
開
鑿
年
代
が
最
も
早
く
、
規
模
が
最
大

の
仏
教
石
窟
遺
跡
群
で
あ
り
、
古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お
け
る
重
要
な
仏
教
関
連
遺
跡
で

も
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
、
ト
ユ
ク
石
窟
は
中
国
国
務
院
に
よ
り
第
六
次
全
国
重
要
文
物
保

護
単
位
に
指
定
さ
れ
、
同
年
、
世
界
文
化
遺
産
申
告
予
備
リ
ス
ト
に
も
入
れ
ら
れ
た
。

　

石
窟
寺
院
が
開
か
れ
て
い
る
火
炎
山
の
山
体
の
崩
壊
は
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
現
存
す

森

美

智

代

訳
一

︱
︱　
五
世
紀
高
昌
の
仏
教
図
像
に
関
す
る
試
論　
︱
︱
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二

る
石
窟
遺
址
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
相
当
数
の
石
窟
が
ほ
ぼ
土

砂
に
埋
も
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
新
疆
地
区
）
を
世
界
文
化
遺

産
に
申
告
す
る
と
い
う
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
危
険
状
態
に
あ
る
岩
体
の
補
強
工
事
に

歩
を
合
わ
せ
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
吐
魯
番
研
究
院
・
亀
茲
研
究
院
は
連
合

考
古
隊
を
組
織
し
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
ト
ユ
ク
石
窟
寺
院
遺
跡
群
に
お
い
て
保
護
の
た
め

の
発
掘
を
実
施
し
た
。

　

発
掘
作
業
は
二
〇
一
〇
年
春
季
か
ら
二
〇
一
一
年
春
季
ま
で
継
続
し
て
実
施
し
た
。
主

に
、
東
岸
区
北
部
石
窟
群
、
西
岸
区
北
部
石
窟
群
と
、
東
岸
区
南
部
の
回
鶻
時
代
の
地
面

寺
院
一
箇
所
を
発
掘
し
た
。
新
た
に
壁
画
が
現
存
す
る
早
期
中
心
柱
窟
二
箇
窟
が
発
見
さ

れ
、
石
窟
の
他
に
も
多
数
の
重
要
な
窟
前
建
築
址
（
前
殿
・
床
・
門
道
・
階
段
）
と
登
山

の
た
め
の
階
段
道
の
発
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
多
様
な
言
語
・
文
字
に
よ
る
大
量
の
文
書
断

片
や
、
絹
画
、
木
器
、
石
器
、
陶
器
、
彫
塑
、
文
具
、
生
活
用
品
な
ど
も
出
土
し
て
い

る
（
（
（

。
こ
れ
ら
の
新
発
見
は
、
ト
ユ
ク
石
窟
の
草
創
年
代
・
石
窟
の
形
式
と
主
題
構
成
・
石

窟
の
組
合
せ
や
、
ト
ユ
ク
と
新
疆
ク
チ
ャ
地
域
の
古
代
亀
茲
石
窟
・
ホ
ー
タ
ン
地
域
の
仏

教
寺
院
・
甘
粛
省
河
西
回
廊
の
早
期
石
窟
と
の
関
係
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
我
々
に
新

た
な
認
識
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
学
術
的
意
義
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　

二
、
発
掘
の
主
な
成
果

（
一
）
東
岸
区
北
部
石
窟
群

　

東
岸
区
の
石
窟
群
は
ト
ユ
ク
石
窟
で
最
も
早
く
開
鑿
さ
れ
た
区
域
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

に
六
〇
箇
窟
前
後
の
石
窟
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
主
に
発
掘
し
た
の
は
東
岸
区
北
部

の
石
窟
群
で
、
峡
谷
の
入
口
か
ら
は
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
距
た
っ
て
い
る
。
計
五
六

箇
窟
の
整
理
作
業
を
行
っ
た
が
、
こ
の
中
に
は
礼
拝
窟
・
禅
窟
・
僧
房
窟
や
、
そ
の
他
の

生
活
の
た
め
の
施
設
等
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
南
側
に
隣
り
合
う
崖
面
に
は
、
約
四
箇
所
の

石
窟
遺
址
を
判
別
で
き
る
。
過
去
の
石
窟
編
号
（
例
え
ば
、
吐
魯
番
文
物
局
に
よ
る
編
号
で

は
東
岸
・
西
岸
の
両
地
区
を
合
わ
せ
て
四
六
窟
が
編
号
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
正
式
な
発
表
は
未

だ
な
さ
れ
て
い
な
い
）
と
石
窟
の
実
際
の
状
況
の
差
は
大
き
く
、
編
号
か
ら
漏
れ
て
い
る

石
窟
や
、
一
つ
の
石
窟
に
誤
っ
て
複
数
の
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、我
々
は
今
回
の
発
掘
整
理
の
過
程
に
お
い
て
新
た
に
編
号
を
行
っ
た（
挿
図
2
）。

　

こ
の
区
域
の
中
ほ
ど
に
小
さ
な
峡
谷
が
あ
り
、
区
域
を
南
北
二
つ
の
部
分
に
分
け
て
い

る
。
こ
の
谷
よ
り
北
側
に
新
編
号
K
一
�
K
二
六
窟
、
南
側
に
K
二
七
�
K
五
六
窟
が
あ

る
。
小
峡
谷
の
北
側
で
は
石
窟
は
上
下
四
層
に
重
な
り
、新
編
号
K
一
八
窟
（
旧
三
六
窟
）

を
中
心
と
し
て
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
。
小
峡
谷
の
南
側
で
も
石
窟
は
上
下

挿図 1　トユク石窟遺跡群の位置（筆者作成）
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三

四
層
に
な
ら
び
、
新
編
号
K
二
七
窟
（
旧
三
八
窟
）、
K
三
一
窟
（
旧
四
〇
窟
）、
K
五
〇

窟
（
旧
四
四
窟
）
の
三
つ
の
礼
拝
窟
を
中
心
と
す
る
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
お
よ
そ
分
け

ら
れ
る
。
新
発
見
の
登
山
階
段
は
、
谷
底
か
ら
小
峡
谷
沿
い
に
両
側
の
石
窟
に
達
し
て
お

り
、
小
峡
谷
が
形
成
さ
れ
て
か
ら
既
に
長
い
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

東
岸
区
で
最
も
重
要
な
石
窟
は
、
新
編
号
K
一
八
窟
で
あ
る
。
同
窟
は
、
ロ
シ
ア
・
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
科
学
院
の
考
古
学
者
、
ク
レ
メ
ン
ツ
（D

em
etrius K

lem
entz

）
に

よ
る
編
号
の
第
六
窟
に
あ
た
る
（
（
（

。
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
両
国
の
探
検
隊
の
記
録
か
（
（
（

ら

（
（

（
補
註、
同

窟
は
一
九
一
六
年
に
ト
ル
フ
ァ
ン
が
六
級
の
地
震
の
被
害
に
遭
っ
た
後
に
崩
落
し
た
と
推

測
さ
れ
る
（
（
（

。
そ
れ
故
、
こ
の
後
に
来
た
学
者
の
調
査
は
い
ず
れ
も
同
窟
に
及
ん
で
い
な
い

の
で
あ
る
。

1
石
窟
形
式

　

K
一
八
窟
は
中
心
塔
殿
窟
で
あ
る
。
そ
の
建
造
方
法
は
些
か
珍
し
く
、
地
山
の
斜
面
を

垂
直
に
堀
り
下
げ
て
、
石
窟
の
床
面
と
中
心
柱
を
鑿
出
し
て
い
る
（
挿
図
3
）。
鑿
出
し

た
中
心
柱
の
周
り
を
日
乾
煉
瓦
で
囲
み
、
四
面
は
山
体
に
拠
っ
て
日
乾
煉
瓦
を
積
ん
で
壁

を
つ
く
り
、
窟
内
の
床
に
方
塼
を
敷
く
。

　

同
窟
は
ほ
ぼ
西
面
し
、
前
廊
と
主
室
を
備
え
て
い
る
（
挿
図
4
）。
主
室
平
面
は
縦
長

方
形
を
呈
し
、
幅
六
・
三
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
八
・
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
中
心
柱
は
窟
の

や
や
後
部
に
寄
り
、
平
面
は
正
方
形
に
近
く
、
残
高
三
・
七
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
中
心

柱
前
部
両
側
に
日
乾
煉
瓦
を
積
ん
で
翼
壁
を
つ
く
る
。
主
室
の
西
壁
に
窟
門
を
開
い
て
お

り
、
こ
の
窟
門
南
側
の
壁
体
が
崩
壊
し
て
い
る
他
は
、
壁
体
は
比
較
的
よ
く
保
た
れ
て
い

る
。
窟
門
の
前
に
は
出
入
り
の
た
め
の
階
段
が
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
窟
内
は
中
心
柱
を

繞
る
左
・
右
・
後
の
三
面
を
均
し
く
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
式
の
甬
道
と
し
、
塔
を
繞
っ
て
礼

拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
甬
道
の
頂
部
は
既
に
崩
落
し
て
い
る
が
、
復
原
す
る
と

挿図 2　トユク石窟東岸区編号（筆者作成）
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四

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
石
窟
前
部
の
天
井
は
既
に
崩
落
し
て
お

り
、
窟
頂
の
形
式
は
不
明
で
あ
る
。
窟
内
の
床
面
に
は
方
磚
を
敷
い
て
お
り
、
今
も
幾
つ

か
の
残
塊
が
残
っ
て
い
る
。

　

K
一
八
窟
の
下
に
K
二
五
窟
が
あ
り
、
K
一
八
窟
と
上
下
に
組
み
合
せ
ら
れ
て
一
グ
ル

ー
プ
を
構
成
す
る
。
K
二
五
窟
は
幅
三
間
の
仏
殿
窟
で
あ
り
、
三
方
の
壁
面
に
は
三
層
の

壁
画
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
み
と
め
ら
れ
る
も
の
の
、
壁
画
内
容
の
弁
別
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
。
仏
殿
の
床
面
に
も
磚
を
敷
い
た
痕
跡
が
あ
る
。
K
一
八
窟
の
南
側

に
、
上
下
二
層
か
ら
成
る
一
組
の
僧
房
窟
が
あ
る
。
K
一
八
窟
の
上
層
の
後
側
に
も
一
組

の
僧
房
窟
が
あ
る
。

2
壁
画
内
容

　

窟
内
の
尊
像
は
、
塑
像
と
壁
画
を
結
合
さ
せ
た
手
法
で
制
作
さ
れ
る
。
中
心
柱
窟
の
正

（
西
）
壁
は
わ
ず
か
に
内
側
に
刳
れ
た
曲
面
を
な
し
、
壁
面
全
体
に
大
型
の
舟
形
光
背
を

塑
造
す
る
。
光
背
の
前
に
は
本
来
、
大
型
の
立
仏
塑
像
が
あ
り
、
こ
れ
が
窟
内
の
礼
拝
・

供
養
の
中
心
で
あ
っ
た
。
大
立
像
は
早
く
に
損
壊
し
、
現
在
は
大
型
の
光
背
と
蓮
華
座
が

残
存
す
る
の
み
で
あ
る
（
挿
図
5
）。
蓮
華
座
は
宝
装
覆
蓮
式
で
あ
り
、
直
径
は
一
・
三

二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
〇
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
蓮
華
座
上
に
は
二
つ
の
木
鑿
孔
が

残
っ
て
お
り
、
塑
造
立
像
の
木
芯
を
差
し
込
ん
で
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
残
存
す
る
光

背
の
状
況
か
ら
、
立
像
の
高
さ
は
お
そ
ら
く
甬
道
の
頂
部
を
さ
ら
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上
超

え
て
い
た
と
み
ら
れ
、
本
来
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
と
見
積
ら
れ
る
。

　

石
窟
前
部
の
左
右
壁
体
と
前
壁
の
壁
画
は
全
て
現
存
し
な
い
。
石
窟
後
部
の
南
・
北
・

東
（
す
な
わ
ち
左
・
右
・
後
）
甬
道
の
周
壁
に
は
壁
画
を
描
い
て
お
り
、
壁
画
は
石
窟
の

崩
落
の
た
め
部
分
的
に
損
壊
す
る
。
浸
水
等
の
原
因
に
よ
り
、
壁
画
の
表
面
に
は
部
分
的

に
泥
の
層
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
壁
画
内
容
の
判
別
を
困
難
に
し
て
い
る
。

挿図 3　K18 窟俯瞰　北から南を望む（2010 年筆者撮影）

挿図 4　K18 窟平面図
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中
心
柱
窟
南
壁
（
南
甬
道
の
北
壁
）　

壁
面
全
体
に
大
き
く
一
仏
二
菩
薩
の
像
を
描
く
。

主
尊
は
大
型
の
立
仏
像
で
、
頭
部
は
毀
損
さ
れ
、
偏
袒
右
肩
に
袈
裟
を
つ
け
る
。
身
体
は

豊
満
で
、
肩
が
広
く
腰
は
細
い
。
左
手
を
挙
げ
て
左
胸
前
で
袈
裟
の
衣
端
を
握
り
、
右
手

を
挙
げ
て
第
一
・
二
指
を
捻
じ
る
。
腰
か
ら
下
は
欠
損
す
る
（
挿
図
6
）。
身
光
を
伴
い
、

そ
の
上
方
に
花
卉
樹
蓋
を
描
く
。
左
側
の
菩
薩
は
頭
部
に
六
角
柱
状
の
火
炎
宝
珠
を
伴
う

冠
を
戴
き
、
面
部
は
縦
長
の
円
形
で
、
両
耳
に
大
き
な
耳
輪
、
頭
部
の
両
側
に
冠
帯
を
つ

け
る
。
身
に
華
麗
な
首
飾
り
と
臂
釧
を
つ
け
、
手
に
六
角
柱
状
の
火
炎
宝
珠
を
執
る
。
頭

上
に
は
羽
毛
製
ら
し
き
傘
形
華
蓋
が
あ
る
。
頭
光
・
身
光
を
伴
う
。
胸
部
よ
り
下
は
欠
損

す
る（
挿
図
7
）。
右
側
の
菩
薩
は
既
に
全
壊
し
て
い
る
が
、グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル（Albert 

G
rünw

edel

）
の
描
き
起
こ
し
図
に
よ
る
と
、
頭
部
に
三
面
円
盤
宝
冠
を
戴
い
て
お
り
、
冠

正
面
の
円
盤
の
中
に
は
化
仏
が
描
か
れ
、
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
は
こ
れ
を
観
音
菩
薩
と

み
て
い
る
。
こ
の
右
側
の
菩
薩
像
が
身
に
つ
け
る
装
飾
も
左
側
の
菩
薩
像
と
同
様
で
あ
る

（
挿
図
8
）。

　

下
部
に
は
一
列
の
供
養
弟
子
群
像
を
描
く
。
約
十
八
体
あ
り
、
う
ち
比
較
的
よ
く
保
存

さ
れ
て
い
る
の
は
三
体
で
あ
る
。
頭
部
を
や
や
う
つ
む
け
、
顔
を
西
側
に
向
け
、
面
相
は

ま
ろ
や
か
で
、
偏
袒
右
肩
に
袈
裟
を
つ
け
、
手
に
S
字
を
連
続
さ
せ
た
形
状
の
花
茎
を
持

ち
、足
を
交
差
さ
せ
て
立
つ
。
体
部
の
前
に
短
冊
形
が
あ
る
が
、字
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

弟
子
像
の
多
く
は
模
糊
と
す
る
。

　

中
心
柱
北
壁
（
北
甬
道
南
壁
）　

中
心
柱
南
壁
と
相
同
で
、
壁
面
全
体
に
大
き
く
一
仏
二

菩
薩
像
を
描
く
。
主
尊
は
大
型
の
立
仏
像
で
、肉
髻
と
地
髪
は
藍
色
、面
部
は
欠
損
す
る
。

挿図 5　K18 窟西壁および南甬道（2010 年筆者撮影）

挿図 6　K18 窟中心柱南壁の立仏像と左側の菩薩像（2010 年筆者撮影）

挿図 7　K18 窟中心柱南壁左側の菩薩像 描き起こし図

412.indb   413 14/03/11   14:06



美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

二　

号

414

六

如
来
像
が
極
め
て
特
殊
な
形
の
宝
座
上
に
坐
し
、
そ
の
左
右
は
二
脇
侍
像
（
お
そ
ら
く
菩

薩
）
で
あ
る
こ
と
が
当
時
は
断
定
で
き
た
ら
し
い
。
も
し
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
記
述

が
確
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
一
仏
二
菩
薩
像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
彼

の
言
う
宝
座
は
現
在
も
一
部
が
残
っ
て
い
る
が
、
壁
面
の
中
央
で
は
な
く
北
寄
り
、
す
な

わ
ち
下
部
の
菩
薩
列
像
八
体
の
北
側
に
あ
り
、
形
状
か
ら
判
断
し
て
柱
と
み
ら
れ
る
。
柱

の
北
側
に
も
画
像
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
模
糊
と
し
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
東
壁
の
尊
像
構
成
に
は
な
お
疑
問
が
残
る
。

　

壁
面
下
部
の
中
間
は
八
体
の
菩
薩
の
列
像
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
頭
上
に
冠
を
戴
き
、
上

方
を
仰
ぐ
。
仰
ぎ
見
て
い
る
対
象
は
、
既
に
欠
失
し
た
主
尊
の
画
像
で
あ
っ
た
に
相
違
な

い
（
挿
図
10
）。

挿図 8　K18 窟中心柱南壁右側の菩薩像 描
き起こし図

偏
袒
右
肩
に
袈
裟
を
つ
け
、
手
勢
は
中
心
柱
南
壁
の
仏
像
と
同
様
に
左
手
で
袈
裟
の
衣
端

を
と
り
、
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
捻
じ
る
。
腹
部
よ
り
下
は
欠
損
す
る
（
挿
図
9
）。

身
光
を
負
い
、身
光
の
上
部
に
花
卉
樹
蓋
を
描
く
。左
側
の
菩
薩
像
は
頭
部
が
残
存
す
る
。

右
側
の
菩
薩
像
の
頭
上
の
冠
飾
は
判
然
と
し
な
い
。
頭
部
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
二
条
の
冠

帯
を
つ
け
、
一
条
は
上
方
に
翻
り
、
も
う
一
条
は
斜
め
下
方
に
垂
下
す
る
。
頭
上
に
は
羽

毛
製
ら
し
き
傘
型
華
蓋
が
あ
る
。
二
菩
薩
と
仏
の
間
に
は
短
冊
形
が
あ
る
が
、
文
字
を
書

い
た
痕
跡
は
見
え
な
い
。
壁
面
下
部
は
剝
落
が
甚
だ
し
く
、
供
養
者
が
描
か
れ
て
い
る
か

否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

中
心
柱
東
壁
（
後
甬
道
西
壁
）　

壁
面
中
部
か
ら
上
部
に
か
け
て
日
乾
煉
瓦
の
崩
落
の
た

め
壁
体
が
欠
損
す
る
。
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
記
述
に
よ
る
と
、
壁
面
中
央
に
大
型
の

挿図 9　K18 窟中心柱北壁の一仏二菩薩像（2010 年筆者撮影）

挿図 10　K18 窟中心柱東壁下層の菩薩像（部分）描き起こし図
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南
甬
道
南
壁　

中
心
柱
南
壁
と
対
面
す
る
壁
面
の
中
央
に
大
型
の
一
仏
二
菩
薩
立
像
を

描
い
て
お
り
、
そ
の
高
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
。
如
来
像
の
肉
髻
は
欠
失
し
、
地

髪
は
青
色
で
、面
部
は
卵
形
を
呈
す
る
。
身
体
は
豊
満
で
、偏
袒
右
肩
に
袈
裟
を
ま
と
う
。

袈
裟
の
衣
文
は
判
然
と
し
な
い
が
、
両
腿
の
間
に
鉤
形
を
呈
す
る
重
厚
な
衣
褶
が
み
と
め

ら
れ
る
。
手
勢
は
同
窟
の
他
の
如
来
像
と
似
て
、
右
手
の
第
一
指
と
第
二
指
を
捻
じ
、
左

手
は
袈
裟
の
衣
端
を
握
る
よ
う
に
み
え
る
が
判
然
と
し
な
い
。
両
脚
部
が
残
存
す
る
（
挿

図
11
、
12
）。
身
後
に
頭
光
と
身
光
が
あ
る
。
左
側
の
菩
薩
像
は
、
頭
部
の
両
側
に
つ
け

た
帯
が
上
方
に
翻
り
、
頭
部
は
眼
よ
り
上
は
欠
損
し
、
両
耳
に
環
状
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
つ

け
る
。
同
像
に
特
殊
な
の
は
下
顎
に
山
羊
髭
を
描
く
点
で
、
こ
れ
ま
で
に
類
例
が
知
ら
れ

て
い
な
い
。
ま
た
華
麗
な
首
飾
り
、
臂
釧
・
腕
釧
で
身
を
飾
り
、
合
掌
す
る
。
上
半
身
は

露
わ
に
し
、
腰
に
連
珠
文
を
ほ
ど
こ
し
た
裙
を
つ
け
る
（
挿
図
13
）。
右
側
の
菩
薩
像
は

腰
よ
り
下
の
み
残
存
す
る
。
仏
と
左
側
の
菩
薩
の
脚
の
間
に
一
体
の
小
仏
像
を
描
く
。
袈

裟
を
通
肩
に
つ
け
、
面
を
主
尊
の
如
来
像
に
向
け
る
。
左
側
の
菩
薩
像
の
西
側
は
、
鎧
甲

を
つ
け
た
龍
王
像
で
あ
る
。
頭
部
は
模
糊
と
し
、
頭
光
を
伴
い
、
雲
形
と
二
頭
の
龍
が
今

も
残
存
す
る
。
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
記
述
と
線
描
画
に
よ
る
と
、
龍
王
像
は
頭
部
に

亀
茲
式
の
火
炎
宝
珠
冠
を
つ
け
、
左
手
を
腰
に
当
て
、
右
手
は
欠
失
す
る
。
頭
上
に
龍
四

匹
が
お
り
、
雲
中
か
ら
首
を
出
す
。
龍
の
頭
部
は
中
国
式
で
あ
る
（
挿
図
14
）。
龍
王
の

挿図 11　K18 窟南甬道南壁の仏像
挿図 12　K18 窟南甬道南壁の仏像 描き起
こし図

挿図 14　K18 窟南甬道南壁の
龍王像 描き起こし図

挿図 13　K18 窟南甬道南壁左側の菩薩像 
描き起こし図
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西
側
に
は
縦
に
装
飾
文
帯
を
設
け
、
壁
面
を
区
画
し
て
い
る
。
装
飾
文
帯
よ
り
西
側
（
甬

道
の
外
部
、
主
室
前
部
に
あ
た
る
）
は
、
上
部
に
千
仏
、
下
部
に
女
性
供
養
者
像
を
描
く
。

現
状
で
は
千
仏
は
上
下
二
列
が
見
ら
れ
、
比
較
的
明
瞭
に
見
え
る
二
体
は
、
袈
裟
が
そ
れ

ぞ
れ
通
肩
と
双
領
下
垂
式
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
女
性
供
養
者
像
は
判
然
と
し
な
い

が
、
中
国
式
の
服
制
と
見
ら
れ
、
西
を
向
く
。
壁
面
を
通
じ
て
下
部
に
三
角
の
帳
幕
文
等

を
描
く
。

　

北
甬
道
北
壁　

損
壊
が
甚
だ
し
い
が
、
痕
跡
か
ら
み
て
や
は
り
一
仏
二
菩
薩
像
と
見
ら

れ
る
。
如
来
像
と
左
側
の
菩
薩
像
は
殆
ど
残
ら
な
い
。
右
側
の
菩
薩
像
は
胸
部
が
残
り
、

華
麗
な
首
飾
り
と
腕
釧
が
み
と
め
ら
れ
る
。
右
側
の
菩
薩
像
の
西
側
は
縦
に
装
飾
文
様
帯

を
設
け
、
さ
ら
に
そ
の
西
側
に
は
千
仏
を
描
く
。
上
下
二
列
が
現
存
し
、
三
体
が
み
と
め

ら
れ
る
。
壁
面
下
部
は
甚
だ
し
く
損
壊
し
、
供
養
者
が
描
か
れ
て
い
た
か
知
る
よ
し
も
な

い
。

　

後
甬
道
東
壁　

表
面
は
ほ
ぼ
泥
で
覆
わ
れ
、
現
状
で
は
大
型
の
菩
薩
像
一
体
を
判
別
で

き
る
。
但
し
、
位
置
が
南
寄
り
で
顔
は
南
に
向
け
て
お
り
、
北
向
き
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
本
菩
薩
像
は
一
仏
二
菩
薩
像
の
他
に
も
尊
像
を
描
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
東

壁
は
一
仏
四
菩
薩
像
の
組
合
せ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
今
後
、
壁
面
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
経
た
上
で
の
確
認
を
待
ち
た
い
。

　

左
右
甬
道
の
頂
部
に
は
、
本
来
、
方
形
の
ラ
テ
ル
ネ
ン
デ
ッ
ケ
図
案
を
描
い
て
い
た
。

グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
記
述
と
線
描
図
に
よ
る
と
、
全
部
で
七
区
が
あ
っ
た
。
各
図
案

は
二
つ
の
正
方
形
を
四
十
五
度
ず
つ
ず
ら
し
て
入
れ
子
式
に
組
合
せ
、
さ
ら
に
中
心
の
方

形
框
の
中
に
大
き
な
蓮
華
文
を
描
き
、
そ
の
四
隅
に
も
一
つ
ず
つ
小
さ
な
蓮
蕾
を
配
し
て

い
る
。
方
形
框
の
縁
装
飾
は
複
雑
で
あ
り
、
忍
冬
文
、
半
蓮
華
、
環
形
、
羽
毛
文
、
X
字

形
、
波
形
文
等
の
装
飾
図
案
を
連
続
し
て
描
く
（
挿
図
15
）。
後
甬
道
頂
部
は
一
部
が
残

存
し
て
お
り
、
壁
画
内
容
は
左
右
甬
道
と
相
同
で
あ
る
。

　

主
室
前
部
は
、
天
井
が
崩
落
し
て
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
外
に
曝
さ
れ
た
た
め
、
先
述

の
南
北
壁
に
残
る
千
仏
を
除
く
壁
画
は
既
に
失
わ
れ
て
い
る
。

　

南
甬
道
に
並
ん
だ
比
丘
お
よ
び
俗
人
女
性
供
養
者
か
ら
判
断
し
て
、
本
窟
は
僧
侶
と
俗

人
信
者
が
共
同
で
造
営
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
西
岸
区
北
部
石
窟
群

　

西
岸
区
石
窟
群
は
、
東
岸
北
部
石
窟
群
の
正
面
の
山
体
が
褶
曲
す
る
角
の
山
腹
に
位
置

す
る
（
挿
図
16
）。
山
体
の
崩
落
の
た
め
、
遺
跡
の
損
壊
は
甚
だ
し
い
。
上
下
に
少
な
く

と
も
四
層
の
結
構
が
あ
る
。
最
上
層
は
、
最
も
西
側
の
一
僧
房
窟
が
残
存
す
る
の
み
で
あ

る
。
第
二
層
の
遺
跡
も
ほ
ぼ
全
壊
す
る
が
、
最
も
東
寄
り
の
中
心
柱
窟
の
み
残
存
す
る
。

第
三
層
は
な
お
部
分
的
に
残
存
す
る
。
最
下
層
の
第
四
層
の
み
、
保
存
さ
れ
て
い
る
遺
跡

が
比
較
的
多
い
。

　

西
岸
区
の
最
も
重
要
な
礼
拝
窟
は
、
N
K
二
窟
（
中
心
柱
窟
）
で
あ
る
。
石
窟
群
東
端

の
最
も
高
い
場
所
に
位
置
し
、
地
山
を
削
っ
て
造
営
さ
れ
て
い
る
。
開
鑿
の
方
法
は
東
岸

区
の
K
一
八
窟
と
類
似
し
て
お
り
、
後
甬
道
の
み
山
体
の
内
部
を
直
接
掘
り
込
ん
で
い

挿図 15　K18 窟 窟頂図案描き起こし図
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九

る
。
左
右
甬
道
と
中
心
柱
は
斜
面
を
上
か
ら
堀
り
下
げ
、
上
部
に
日
乾
煉
瓦
を
積
ん
で
形

成
す
る
が
、
そ
の
前
部
は
既
に
倒
壊
し
て
い
る
。
甬
道
の
地
面
に
白
灰
を
塗
る
。

1
石
窟
形
式

　

N
K
二
中
心
柱
窟
は
南
面
し
て
開
鑿
さ
れ
る
。
石
窟
前
部
が
既
に
倒
壊
し
て
い
る
た

め
、
平
面
プ
ラ
ン
は
不
明
で
あ
る
。
石
窟
の
幅
は
九
・
四
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
は
現
状
で

四
・
八
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
中
心
柱
の
幅
は
七
・
四
メ
ー
ト
ル
（
挿
図
17
）。
左
右
甬

道
中
央
の
壁
龕
の
位
置
か
ら
推
測
し
て
、
中
心
柱
の
奥
行
き
は
約
七
メ
ー
ト
ル
、
平
面
は

方
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
窟
内
の
中
心
柱
を
め
ぐ
る
左
・
右
・
後
の
三
面
は
、
い

ず
れ
も
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
式
の
甬
道
で
あ
る
。

2
壁
画
内
容

　

窟
内
の
尊
像
は
、
塑
像
と
壁
画
を
結
合
さ
せ
た
手
法
で
制
作
さ
れ
る
。
窟
の
前
部
は
悉

く
損
壊
し
て
お
り
、
中
心
柱
正
面
の
塑
像
の
形
状
は
最
早
知
る
よ
し
も
な
い
。

　

後
（
北
）
甬
道
は
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
全
長
九
・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
挿
図
18
）。
後
甬
道
後
（
北
）
壁
の
中
部
と
両

端
に
そ
れ
ぞ
れ
龕
を
開
く
。
龕
内
の
像
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、
た
だ
光
背
が
残
る
の
み

で
あ
る
。
中
央
の
龕
は
、
両
端
の
龕
に
比
し
て
天
井
が
低
く
、
奥
行
き
が
深
い
。
龕
内
に

は
台
座
を
設
け
、
後
壁
に
光
背
、
龕
外
上
方
に
華
蓋
を
描
く
。
華
蓋
の
高
さ
は
龕
外
両
側

に
描
か
れ
る
仏
立
像
頭
上
の
傘
蓋
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
龕
内
に
は
本

来
、
仏
坐
像
を
塑
造
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
側
の
龕
は
、
龕
高
が
高
く
、
奥
行
き

挿図 16　トユク西岸区北部石窟 発掘後の全貌（2011 年筆者撮影）

挿図 17　西岸区 NK2 窟 平面図
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が
浅
い
。
残
存
す
る
光
背
か
ら
判
断
し
て
、本
来
、立
像
を
塑
造
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

中
央
と
両
側
の
龕
の
間
に
は
大
型
の
仏
立
像
四
体
を
描
く
（
挿
図
19
）。
仏
像
は
頭
部
の

比
例
が
や
や
大
き
く
、
肉
髻
と
地
髪
は
青
色
で
、
赤
褐
色
の
袈
裟
を
偏
袒
右
肩
に
つ
け
、

太
い
線
と
細
い
線
を
用
い
て
重
厚
な
生
地
の
た
た
む
衣
文
の
質
感
を
表
現
す
る
。
足
を
交

差
さ
せ
、
蓮
華
を
踏
む
。
手
勢
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
立
仏
の
一
体
は
手
に
鉢
を

と
る
。
頭
光
・
身
光
を
伴
い
、
頭
上
に
傘
蓋
も
し
く
は
華
蓋
が
か
か
る
。
立
仏
の
間
に
は

花
な
ど
の
図
案
を
描
く
。
立
仏
の
下
部
に
は
、三
角
文
の
装
飾
帯
を
描
く
。
後
甬
道（
南
）

壁
に
は
龕
を
開
か
ず
、
立
仏
の
列
像
を
描
く
が
、
損
壊
が
甚
だ
し
く
、
頭
光
と
宝
蓋
が
部

分
的
に
残
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
痕
跡
か
ら
、
約
七
体
の
立
仏
像
が
描
か
れ
て
い
た
と
見

ら
れ
る
。
些
か
特
異
な
の
は
、
甬
道
西
端
の
角
に
二
体
の
珍
し
い
姿
を
し
た
護
法
神
の
類

の
像
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
人
物
表
現
で
あ

る
（
挿
図
20
）。
上
方
の
一
体
は
髻
を
結
い
、
耳
が
尖
り
、
耳
璫
を
つ
け
る
。
顔
は
右
上

方
を
仰
向
い
て
、
口
を
僅
か
に
開
く
。
両
腕
を
開
き
、
披
帛
を
ま
と
う
。
上
半
身
を
露
わ

に
し
、
連
珠
文
の
瓔
珞
と
臂
釧
を
つ
け
る
。
腰
に
短
裙
を
つ
け
、
脚
を
少
し
曲
げ
て
、
奔

走
す
る
か
の
よ
う
な
姿
で
あ
る
。
下
方
の
一
体
は
禿
頭
で
、
容
貌
は
獰
猛
で
あ
り
、
左
前

方
を
向
く
。
左
手
を
挙
げ
て
頭
頂
に
お
き
、
右
手
は
前
に
伸
べ
、
手
に
執
っ
た
縄
状
の
も

の
を
口
に
銜
え
る
。
胴
以
下
は
欠
損
す
る
。

　

頂
部
に
は
一
列
の
蓮
華
を
描
く
。
蓮
華
の
意
匠
は
、
東
岸
区
K
一
八
窟
の
窟
頂
ラ
テ
ル

ネ
ン
デ
ッ
ケ
中
心
の
蓮
華
と
一
致
す
る
（
挿
図
21
）。

　

西
甬
道
両
側
壁
の
中
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
龕
を
開
く
。
龕
内
の
塑
像
は
い
ず
れ
も
欠
失

す
る
。
東
壁
龕
の
内
部
に
は
仏
像
の
光
背
が
残
存
し
、
光
背
の
北
側
に
独
特
な
形
姿
の
人

挿図 18　西岸区 NK2 窟 後甬道（2011 年筆者撮
影）

挿図 20　西岸区 NK2 窟 後甬道前壁護法神像
（2011 年筆者撮影）

挿図 19　西岸区 NK2 窟 後甬道後壁の仏像のう
ちの一体（2011 年筆者撮影）
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物
像
一
体
を
描
く
。頭
部
は
判
然
と
せ
ず
、上
半
身
に
は
右
肩
を
露
わ
に
し
て
衣
を
つ
け
、

腰
に
短
裙
を
つ
け
、
足
を
前
後
に
し
て
歩
く
姿
で
あ
る
（
挿
図
22
）。
こ
の
人
物
像
は
お

そ
ら
く
外
道
で
あ
ろ
う
。
東
壁
龕
の
北
側
に
立
仏
像
三
体
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
形
像

は
模
糊
と
す
る
。
西
壁
龕
の
北
側
に
は
立
仏
像
四
体
を
描
く
が
、
最
も
北
側
の
一
体
の
み

保
存
状
態
が
良
好
で
あ
る
。
袈
裟
を
通
肩
に
つ
け
、
足
を
交
差
さ
せ
て
蓮
台
を
踏
む
。
仏

像
の
両
側
に
火
焔
宝
珠
、
下
部
に
三
角
帳
幕
文
を
描
く
。

　

東
甬
道
の
西
壁
中
部
に
一
龕
を
開
く
。
龕
内
に
は
塑
造
仏
像
の
双
足
と
手
指
の
断
片
が

残
り
、
本
来
、
立
仏
像
を
塑
造
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
壁
は
ほ
ぼ
完
全
に
倒
壊
し

て
い
る
も
の
の
、
西
壁
と
対
称
を
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
中
部

に
一
壁
龕
を
開
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
壁
面
は
長
期
に
わ
た
っ
て
外
部
に
曝
さ
れ
て
い
た

た
め
、
東
甬
道
の
壁
画
は
失
わ
れ
て
い
る
。

　

中
心
柱
窟
の
西
側
は
、
地
付
き
か
ら
中
心
柱
窟
の
窟
頂
ま
で
同
じ
高
さ
で
日
乾
煉
瓦
積

み
の
大
壁
が
残
存
し
て
お
り
、壁
体
の
幅
は
約
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。こ
の
大
壁
に
よ
り
、

中
心
柱
窟
と
そ
の
西
側
の
石
窟
群
が
二
つ
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。
窟
前
東
側
（
（

（
補
註
に
は
、
後
代

に
大
壁
の
前
に
長
方
形
の
台
が
増
築
さ
れ
た
が
、
こ
の
台
が
崩
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
壁
西

面
の
当
初
の
壁
画
が
露
出
し
た
。
大
壁
西
面
の
下
部
に
は
忍
冬
文
を
描
き
、
上
部
は
朱
色

の
界
線
を
ひ
い
て
横
長
方
形
に
区
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
内
に
一
幅
の
故
事
画
を
描
い

て
い
る
。
三
幅
が
現
存
し
、そ
れ
ぞ
れ
榜
題
を
伴
う
。
榜
題
の
字
体
は
楷
行
書
で
あ
る
が
、

隷
意
が
脱
け
て
い
な
い
。
最
北
の
一
幅
に
は
、
髪
を
ふ
り
乱
し
た
女
性
が
火
の
燃
え
さ
か

る
山
上
に
仰
向
け
に
臥
す
様
が
粗
い
線
で
描
か
れ
、
榜
題
の
「
如
是
苦
時
」
の
四
字
が
明

瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
画
幅
が
あ
ら
わ
す
内
容
は
、
お
そ
ら
く
地
獄
に
お
け
る
受
苦
と

関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
間
の
一
幅
で
は
、
北
側
に
人
物
の
赤
い
足
、
南
側
に
獣
の

足
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
状
況
は
、
N
K
八
窟
の
前
部
が
、
当
初
、
礼
拝

施
設
に
属
す
る
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

挿図 21　西岸区 NK2 窟 後甬道頂部の蓮華（2011 年筆者撮影）

挿図 22　西岸区 NK2 窟 西甬道東壁龕内の人物像（2011 年
筆者撮影）
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一
二

　

中
心
柱
窟
よ
り
西
側
に
は
、
同
窟
よ
り
や
や
低
い
レ
ベ
ル
に
禅
窟
二
箇
所
が
残
存
す

る
。
最
も
低
い
層
に
は
二
グ
ル
ー
プ
の
僧
房
窟
が
露
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
縦
ヴ
ォ
ー

ル
ト
天
井
で
、
後
壁
に
小
禅
窟
一
所
も
し
く
は
壁
龕
を
開
く
。
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
の
僧
房

窟
の
い
ず
れ
に
も
後
期
に
改
修
し
た
痕
跡
が
み
と
め
ら
れ
る
。
東
側
の
グ
ル
ー
プ
は
僧
房

窟
三
窟
が
あ
り
、
一
つ
の
前
室
を
共
有
し
て
い
る
（
挿
図
23
）。
前
室
の
東
壁
は
、
上
層

の
中
心
柱
窟
西
壁
を
下
に
延
長
し
た
も
の
で
、
こ
こ
か
ら
上
層
の
中
心
柱
窟
と
下
層
の
僧

房
窟
の
グ
ル
ー
プ
が
同
時
期
に
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
一
箇
所
の
僧
房

窟
は
、
後
壁
全
体
に
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
墨
書
が
あ
る
（
挿
図
24
）。
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
解
読
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
北
部
石
窟
群
が
高
昌
回
鶻
時
代

に
お
い
て
も
な
お
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
三
）
東
岸
区
南
部
の
地
面
寺
院

　

本
寺
院
址
は
東
岸
区
南
部
に
位
置
し
、
吐
峪
溝
石
窟
修
復
隊
が
石
窟
参
観
の
た
め
の
歩

道
の
修
築
を
行
っ
た
際
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
発
掘
さ
れ
た
部
分
に
は
、
仏
堂
一

所
と
一
群
の
居
住
・
生
活
施
設
が
含
ま
れ
る
。

　

仏
堂
は
南
側
に
あ
り
、前
室
と
後
室
に
分
か
れ
る
。
前
室
は
長
方
形
プ
ラ
ン
で
、幅
七
・

四
メ
ー
ト
ル
、奥
行
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
（
挿
図
25
）。
前
室
中
部
に
四
段
の
階
段
が
あ
り
、

下
層
に
通
じ
る
。
後
室
の
平
面
は
方
形
を
呈
し
、幅
と
奥
行
が
五
・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

階
段
の
幅
は
約
一
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
両
側
は
後
代
に
土
盛
り
し
て
舗
道
と
さ
れ
た
。
日
乾

煉
瓦
を
組
ん
で
壁
を
築
い
て
お
り
、
壁
体
の
厚
さ
は
約
一
メ
ー
ト
ル
、
残
高
約
〇
・
六
五

～
一
・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
堂
内
は
、
赤
土
を
焼
成
し
た
方
塼
で
床
を
鋪
く
。
堂
内
中

挿図 23　西岸区僧房窟群（2011 年筆者撮影）

挿図 24　西岸区 NK10 窟後壁 ウイグル文字題記（2011 年筆者撮影）

挿図 25　トユク南部新発見のウイグル時代地面寺院（2011 年筆者撮影）
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一
三

部
や
や
後
寄
り
に
像
を
安
置
す
る
た
め
の
壇
を
設
け
る
が
、
塑
像
は
損
壊
し
て
い
る
。
堆

積
し
た
土
の
中
か
ら
塑
像
の
破
片
が
出
土
し
、
塑
像
に
金
箔
と
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
仏
堂
の
周
壁
の
下
部
に
は
壁
画
が
残
存
し
て
お
り
、
壁
画
は
部
分
的
に

金
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
正
壁
に
は
一
列
の
神
獣
を
描
い
て
お
り
、
足
と
爪
の
部
分
が
残

る
。
左
右
側
壁
と
前
壁
に
は
礼
仏
す
る
ウ
イ
グ
ル
人
供
養
者
の
行
列
が
描
か
れ
、
一
部
の

供
養
者
像
は
ウ
イ
グ
ル
語
題
記
を
伴
う
（
挿
図
26
）。
こ
こ
か
ら
、
本
寺
院
址
が
高
昌
回

鶻
時
代
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
四
）
出
土
遺
物

　

東
岸
・
西
岸
両
区
か
ら
は
大
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
の

は
文
書
類
で
あ
る
。
初
歩
的
な
見
通
し
で
は
、
大
小
の
断
片
は
一
万
点
近
く
、
ま
と
ま
っ

た
文
書
も
数
百
件
に
の
ぼ
り
、
建
国
以
来
の
新
疆
地
域
に
お
け
る
発
見
数
と
し
て
は
最
多

で
あ
る
。
文
書
の
内
訳
は
仏
典
写
経
が
最
も
多
く
（
挿
図
27
）、
そ
の
他
に
世
俗
文
書
や

古
籍
の
注
釈
な
ど
が
あ
る
。
文
字
は
漢
文
が
主
で
、
そ
の
他
に
も
古
代
西
域
で
使
用
さ
れ

た
ソ
グ
ド
文
字
、ブ
ラ
フ
ミ
ー
文
字
、チ
ベ
ッ
ト
文
字
、古
ウ
イ
グ
ル
文
字
な
ど
が
あ
る
。

と
り
わ
け
貴
重
な
の
は
漢
文
と
ウ
イ
グ
ル
語
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
対
訳
仏
典
で
あ
る
。
一
部

の
文
書
は
保
存
状
態
が
ほ
ぼ
完
好
で
、
し
か
も
紀
年
題
記
を
有
す
る
。
ま
た
経
巻
の
軸
ご

と
残
る
も
の
も
あ
る
。
文
書
の
字
体
は
最
も
早
い
も
の
は
四
～
五
世
紀
、
最
も
下
る
も
の

は
高
昌
回
鶻
時
代
頃
の
特
徴
を
示
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
絹
画
（
挿
図
28
）、
紙
画
、
染

織
品
や
そ
の
他
の
文
物
が
出
土
し
て
い
る
。
以
上
は
ト
ル
フ
ァ
ン
歴
史
文
化
の
研
究
の
た

め
の
貴
重
な
新
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　

三
、
関
連
す
る
諸
問
題
の
考
察

　

ト
ユ
ク
石
窟
の
考
古
学
的
新
発
見
は
、
ト
ユ
ク
石
窟
の
開
鑿
年
代
、
石
窟
の
組
合
せ
、

及
び
五
世
紀
高
昌
の
仏
教
図
像
構
成
に
反
映
さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
、
我
々
に
新
た
な

認
識
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

挿図 26　地面寺院ウイグル人供養者像と
題記（2011 年筆者撮影）

挿図 27　トユク石窟東岸区出土『大般涅槃経』写本断片
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一
四

（
一
）
ト
ユ
ク
石
窟
の
草
創
年
代
に
つ
い
て

　

ト
ユ
ク
石
窟
の
草
創
年
代
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
東
岸
区
K
五
〇
窟
（
旧
四
四

窟
）
等
の
石
窟
が
最
も
早
く
開
鑿
さ
れ
た
一
群
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

賈
応
逸
女
史
は
吐
魯
番
文
物
局
が
編
号
し
た
四
六
箇
窟
に
つ
い
て
考
察
し
、
ト
ユ
ク
石
窟

の
現
存
す
る
石
窟
の
年
代
は
大
体
に
お
い
て
五
胡
十
六
国
時
代
と
麴
氏
高
昌
国
時
代
の
二

つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
前
者
は
旧
編
号
の
第
四
〇
窟
、
第
四
一
窟
、
第
四
二

窟
、
第
四
四
窟
に
代
表
さ
れ
、
後
者
は
旧
編
号
の
第
二
窟
、
第
一
二
窟
、
第
二
〇
窟
、
第

三
八
窟
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）
窟
内
の
四
壁
に
は
二
一

幅
の
本
生
図
と
因
縁
故
事
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
に
は
漢
文
榜
題
が
附
さ
れ
て
お

り
、今
も
判
読
で
き
る
も
の
に
「
毘
楞
竭
梨
王
本
生
」、「
忍
辱
仙
人
本
生
（
羼
提
波
梨
品
）」、

「
曇
摩
鉗
太
子
本
生
」、「
慈
力
王
本
生
」、「
尸
毘
王
本
生
」
が
あ
る
（
全
て
北
涼
慧
覚
等

訳
出
の
『
賢
愚
経
』
所
出
）。
K
五
〇
窟
の
構
成
、
主
題
、
絵
画
の
特
徴
は
敦
煌
莫
高
窟
の

早
期
窟
で
あ
る
第
二
七
五
窟
と
非
常
に
似
て
い
る
た
め
、
同
窟
の
年
代
は
五
胡
十
六
国
の

北
涼
が
高
昌
を
支
配
し
て
い
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
（
（

。
柳
洪
亮
氏
は
ト
ユ
ク
石
窟

旧
編
号
の
第
一
窟
、
第
四
〇
窟
、
第
四
二
窟
、
第
四
四
窟
を
高
昌
郡
時
代
（
（

（
補
註

（
三
一
七
�
四

四
二
年
）
の
開
鑿
と
見
る
。
こ
の
う
ち
第
四
四
窟
の
壁
画
内
容
は
、『
賢
愚
経
』
所
出
の
「
毘

楞
竭
梨
王
」
等
の
本
生
故
事
以
外
に
も
、『
雑
法
蔵
経
』
所
出
の
「
蓮
華
夫
人
縁
」、「
婆

羅
門
婦
欲
害
姑
縁
」
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
開
鑿
年
代
は
四
五
〇
年
を
降
ら
ず
、

北
涼
の
流
亡
政
権
の
沮
渠
安
周
が
造
営
し
た
功
徳
窟
で
、
四
六
〇
年
に
完
成
し
た
可
能
性

が
高
い
と
い
う
（
（
（

。

　

実
際
は
、新
編
号
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）
の
年
代
は
も
う
少
し
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。

同
窟
の
多
く
の
要
素
は
確
か
に
敦
煌
莫
高
窟
早
期
窟
（
第
二
七
五
窟
）
と
非
常
に
近
い
も

の
の
、
莫
高
窟
第
二
七
五
窟
を
年
代
判
定
の
根
拠
と
す
る
の
は
些
か
無
理
が
あ
る
。
ま
し

て
、
莫
高
窟
早
期
窟
自
体
の
年
代
が
北
涼
時
代
の
開
鑿
か
否
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る

以
上
（
（
（

、
我
々
は
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）
の
主
題
か
ら
分
析
を
行
う
他
な
い
。
前
述
の
諸

先
学
の
考
証
に
よ
る
と
、同
窟
の
本
生
図
と
因
縁
故
事
図
が
依
拠
す
る
経
典
は『
賢
愚
経
』

と
『
雑
宝
蔵
経
』
で
あ
る
。
梁
の
僧
祐
の
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二
「
新
集
撰
出
経
律
論
録

第
一
」
の
記
載
に
よ
る
と
、

『
賢
愚
経
』
十
三
巻
、
宋
元
嘉
二
十
二
年
出
、
右
一
部
、
凡
十
三
巻
、
宋
文
帝
時
、

涼
州
沙
門
釈
曇
学
、
威
徳
、
於
于
闐
国
得
此
経
胡
本
、
於
高
昌
郡
（
天
安
寺
）
訳

出
（
（
（

、

と
あ
り
、
同
窟
の
壁
画
年
代
が
宋
の
元
嘉
二
十
二
年
（
四
四
五
）
を
遡
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
柳
洪
亮
氏
が
考
訂
さ
れ
た
よ
う
に
、「
蓮
華
夫
人
縁
」
と
「
婆
羅
門
婦
欲
害
姑
縁
」

の
二
つ
の
因
縁
故
事
は
、
漢
訳
仏
典
中
で
は
『
雑
宝
蔵
経
』
の
み
に
し
か
見
え
な
い
（
（
（

。
梁

僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二
「
新
集
撰
出
経
律
論
録
第
一
」
に
よ
る
と
、

『
雑
宝
蔵
経
』十
三
巻（
闕
）、『
付
宝
蔵
因
縁
経
』六
巻（
闕
）、『
方
便
心
論
』二
巻（
闕
）、

右
三
部
、
凡
二
十
一
巻
、
宋
明
帝
時
西
域
三
蔵
吉
迦
夜
於
北
国
、
以
偽
延
興
二
年
、

共
僧
正
釈
曇
曜
訳
出
、
劉
孝
標
筆
受
。
此
三
経
並
未
至
京
都
（
（（
（

、

と
あ
り
、
本
経
が
翻
訳
さ
れ
た
の
は
北
魏
延
興
二
年
（
四
七
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
も
し
こ
れ
ら
二
幅
の
因
縁
故
事
図
が
上
述
の
経
典
に
拠
っ
て
描
か
れ
た
と
す
る
な

挿図 28　トユク石
窟東岸区出土 唐代
絹 画（2010 年 筆 者
撮影）
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一
五

ら
ば
、
そ
の
制
作
年
代
は
四
七
二
年
以
後
で
し
か
あ
り
得
ず
、
柳
洪
亮
氏
が
壁
画
の
完
成

を
四
六
〇
年
と
し
た
の
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
北
魏
の
平
城
に
お
い
て
訳

出
さ
れ
た
『
雑
宝
蔵
経
』
が
高
昌
に
伝
わ
る
ま
で
に
は
一
定
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
を
考

慮
す
る
な
ら
ば
、
当
窟
の
壁
画
年
代
は
北
魏
が
洛
陽
に
遷
都
す
る
以
前
の
孝
文
帝
の
在
位

期
間
、
即
ち
四
七
二
年
か
ら
四
九
四
年
ま
で
の
間
と
考
え
る
の
が
比
較
的
妥
当
と
い
え
よ

う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ト
ユ
ク
の
所
謂
北
涼
時
代
（
或
い
は
高
昌
郡
時
代
）
開
鑿
窟
は
、
従
来

知
ら
れ
て
き
た
石
窟
に
関
し
て
は
こ
の
よ
う
な
年
代
比
定
が
成
り
立
ち
難
い
。
一
方
、
新

発
見
の
東
岸
区
・
西
岸
区
の
礼
拝
窟
は
、
開
鑿
方
法
、
窟
形
式
、
壁
画
主
題
と
様
式
の
い

ず
れ
も
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）
な
ど
の
早
期
窟
と
異
な
っ
て
お
り
、
よ
り
早
い
時
期
の

特
徴
が
、
以
下
に
述
べ
る
如
く
明
ら
か
に
現
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
新
発
見
の
二
箇
所
の
礼
拝
窟
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
で
規
模
が
最

大
の
石
窟
で
あ
り
、
位
置
も
優
越
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
意
味
に
お
け
る
石
窟
の
開
鑿
方

式
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ
も
山
の
斜
面
を
利
用
し
、
斜
面
を
上
か
ら
垂
直
に
堀
り
下
げ
て

窟
の
床
面
と
中
心
柱
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
日
乾
煉
瓦
を
積
み
上
げ
る
。
K
一
八
窟
を
例
に

と
る
と
、同
窟
は
東
岸
区
北
部
の
最
も
枢
要
な
位
置
に
あ
り
、峡
谷
の
出
口
の
方
を
向
く
。

峡
谷
の
内
部
に
入
る
と
ま
ず
目
に
入
る
の
が
、
す
な
わ
ち
K
一
八
窟
の
雄
壮
な
石
窟
建
築

で
あ
る
。
石
窟
の
開
鑿
順
序
の
観
点
で
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
最
も
好
条
件
の
崖
面
が
ま

ず
利
用
さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
同
窟
は
東
岸
区
で
最
も
早
く
開
鑿
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ル
・
コ
ッ
ク
が
一
九
〇
四
年
の
調
査
時
に
撮
影
し
た
写
真
を
み
る
と
、
新
編
号

K
一
八
窟
の
頂
部
は
ま
だ
崩
落
し
て
お
ら
ず
、
本
尊
の
光
背
も
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。
驚

く
べ
き
こ
と
に
、
中
心
柱
の
上
面
に
は
覆
鉢
式
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
立
っ
て
い
る
（
現
在
は
欠

失
）。
塔
に
は
二
層
の
方
形
の
基
座
が
あ
り
、
そ
の
基
座
の
上
が
球
状
を
呈
す
る
覆
鉢
と

な
り
、
立
像
の
光
背
の
尖
頂
部
は
基
座
第
一
層
の
正
面
に
直
接
塑
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

種
の
方
形
覆
鉢
式
塔
は
三
～
四
世
紀
の
楼
蘭LA

. X
I

仏
塔
（
（（
（

、
ニ
ヤ
の
大
仏
塔
、
カ
シ
ュ

ガ
ル
の
莫
爾
（
モ
ー
ル
）
仏
塔
の
形
式
に
近
く
、
早
期
仏
塔
の
形
式
と
い
え
る
が
、
ト
ル

フ
ァ
ン
地
区
の
仏
教
寺
院
址
で
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
K
一
八
窟
の
開
鑿
年
代
が

大
き
く
下
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

次
に
、
新
発
見
の
二
箇
所
の
礼
拝
窟
は
い
ず
れ
も
中
心
柱
窟
で
あ
る
が
、
中
心
柱
を
め

ぐ
る
左
・
右
・
後
の
三
面
は
低
い
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
式
の
甬
道
と
な
っ
て
お
り
、
亀
茲
石

窟
の
中
心
柱
窟
と
大
仏
窟
に
比
較
的
近
い
。
一
方
、ト
ユ
ク
石
窟
K
二
七
窟（
旧
三
八
窟
）、

西
岸
区
第
二
窟
、
第
一
二
窟
の
甬
道
は
中
心
柱
と
高
さ
が
等
し
い
。
こ
の
種
の
形
式
は
河

西
回
廊
の
酒
泉
文
殊
山
石
窟
の
中
心
柱
窟
や
、
張
掖
馬
蹄
寺
石
窟
第
一
窟
と
基
本
的
に

同
じ
で
あ
り
（
（（
（

、
ト
ユ
ク
中
心
柱
窟
の
形
式
の
変
遷
�
�
す
な
わ
ち
亀
茲
式
の
低
い
甬
道

か
ら
河
西
回
廊
の
石
窟
に
多
く
見
ら
れ
る
高
い
甬
道
へ
�
�
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
件
の
両
礼
拝
窟
の
形
式
は
、
ト
ユ
ク
の
従
来
知
ら
れ
て
い
た
石
窟
の

特
徴
よ
り
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

壁
画
の
主
題
と
様
式
を
見
る
と
、
K
一
八
窟
で
は
大
型
の
一
仏
二
菩
薩
像
の
構
成
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
中
央
ア
ジ
ア
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
造
像
に
多
く
見
ら
れ
る
題
材
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
K
一
八
窟
の
仏
像
が
左
手
を
胸
前
に
お
い
て
袈
裟
の
衣
端
を
握
る
こ
と

は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
に
多
く
見
ら
れ
る
表
現
と
同
様
で
あ
る
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
影
響
を
受

け
て
、
例
え
ば
雲
崗
石
窟
第
一
八
窟
本
尊
立
仏
な
ど
、
五
世
紀
中
国
北
方
の
造
像
に
お
い

て
も
こ
の
よ
う
な
表
現
が
流
行
し
た
（
（（
（

。
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）
の
如
来
像
は
偏
袒
右
肩

に
袈
裟
を
つ
け
、
右
肩
に
偏
衫
を
見
せ
、
菩
薩
像
の
首
飾
り
・
臂
釧
・
腕
釧
と
い
っ
た
装

飾
は
前
者
（
K
一
八
窟
）
ほ
ど
華
麗
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
敦
煌
北
魏
窟
や
酒
泉

文
殊
山
石
窟
の
説
法
図
中
の
仏
像
と
一
致
し
て
い
る
が
、
同
様
の
袈
裟
の
着
用
法
は
K
一

八
窟
と
N
K
二
窟
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
二
窟
が
K
五
〇
窟
よ
り
早
い
こ
と
は
明
ら
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か
で
あ
る
。

　
西
岸
区
中
心
柱
窟
の
N
K
二
窟
は
、
東
岸
区
K
一
八
窟
と
谷
を
挟
ん
で
相
望
む
位
置

に
あ
り
、
西
岸
区
で
最
も
早
く
開
鑿
さ
れ
た
石
窟
で
あ
る
（
西
岸
区
の
こ
の
他
の
石
窟
は

麴
氏
高
昌
国
期
と
唐
西
州
期
の
開
鑿
）。
後
甬
道
に
立
仏
の
列
像
を
描
い
て
お
り
、
立
仏
の

面
相
は
豊
か
な
丸
顔
で
、
袈
裟
の
衣
褶
は
密
で
重
厚
で
あ
る
と
同
時
に
充
実
し
た
身
体
を

際
立
た
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
の
着
衣
表
現
と
比
較
的
に
近
い
。
甬
道
の
両

側
に
立
仏
の
列
像
を
配
す
る
こ
と
は
、
ホ
ー
タ
ン
洛
浦
（
ロ
プ
）
県
西
北
の
砂
漠
地
帯
に

あ
る
ラ
ワ
ク
寺
院
址
と
類
似
す
る
。
ラ
ワ
ク
寺
院
址
は
三
～
四
世
紀
頃
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
大
型
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
中
心
と
し
て
周
囲
に
回
廊
が
め
ぐ
ら
さ
れ
る
形
式
で
、
曾
て
ス

タ
イ
ン
（M

arc Aurel Stein

）
が
こ
の
東
南
回
廊
部
の
発
掘
を
行
っ
て
い
る
。
発
表
さ
れ
て

い
る
図
版
か
ら
、
回
廊
の
内
外
に
は
大
型
の
立
仏
像
が
列
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
挿
図
29
）。
仏
像
の
衣
文
は
稠
密
か
つ
重
厚
で
あ
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
造
像
に
近
い(((

(

。

し
た
が
っ
て
、
N
K
二
窟
は
お
そ
ら
く
ホ
ー
タ
ン
の
ラ
ワ
ク
寺
院
か
ら
形
式
・
主
題
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、
年
代
は
こ
れ
を
大
き
く
下
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
述
の
諸
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
礼
拝
窟
は
五
世
紀
初
め
に
開
か
れ
、
ト
ユ

ク
の
石
窟
群
の
中
で
開
鑿
年
代
が
最
も
早
い
窟
で
あ
る
と
試
考
で
き
よ
う
。

（
二
）
石
窟
の
組
合
せ

　

先
行
研
究
に
お
け
る
主
要
な
関
心
事
は
壁
画
が
現
存
す
る
石
窟
と
そ
の
壁
画
主
題
の
考

察
で
あ
り
、
石
窟
の
組
合
せ
と
い
う
更
に
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
極
く
僅
か
な
注
意
が

払
わ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
か
ら
、
ト
ユ
ク
東
岸
及
び
西
岸
の
北
部

石
窟
群
は
、
い
ず
れ
も
多
層
式
の
配
置
を
と
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
東
岸
区
は
、

そ
れ
ぞ
れ
新
編
号
K
一
八
窟
、
K
三
八
窟
（
旧
四
一
窟
）、
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）、
K

二
七
窟
（
旧
三
八
窟
）
の
四
つ
の
礼
拝
窟
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
ら
れ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、
基
本
的
に
礼
拝
窟
に
禅
窟
も
し
く
は
僧
房
窟
を
付
加
し
た

構
成
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
る
。

　

K
一
八
窟
は
、
大
規
模
な
グ
ル
ー
プ
の
中
心
を
成
す
。
そ
の
下
方
の
K
二
五
窟
は
間
口

三
間
の
殿
堂
式
の
建
築
で
、
日
乾
煉
瓦
積
の
壁
体
の
上
面
が
明
ら
か
に
斜
め
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
窟
頂
が
片
流
れ
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
K
二
五
窟
は

三
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
三
層
の
壁
画
が
描
か
れ
て
お
り
（
重
画
は
数
度
に
わ
た
る
）、
壁
画
内
容

の
判
別
は
難
し
い
も
の
の
、
同
窟
が
礼
拝
窟
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る
と
、

K
二
五
窟
は
K
一
八
窟
と
塔
・
殿
の
組
合
せ
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
は
、
河
西
回
廊
武
威
天
梯
山
石
窟
の
北
涼
窟
で
あ
る
第
一
八
窟
（
中
心
柱
窟
）、
第

一
七
窟
（
仏
殿
窟
、
第
一
八
窟
の
真
上
に
位
置
）
と
一
致
す
る
。
K
一
八
窟
北
側
の
上
方
と
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一
七

下
方
に
僧
房
窟
（
K
一
二
窟
、
K
二
三
窟
）
が
あ
り
、
南
側
に
は
上
下
二
層
構
成
の
僧
房

窟
（
K
一
五
窟
、
K
二
〇
窟
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
塔
・
殿
を
中
心
と
し
て
周
囲
に

僧
房
を
組
み
合
わ
せ
た
形
式
は
、
四
世
紀
の
中
原
に
お
い
て
出
現
し
た
塔
・
殿
を
配
置
し

た
伽
藍
構
成
と
関
連
づ
け
ら
れ
よ
う
（
（（
（

。

　

K
三
一
、
K
三
〇
窟
と
K
三
二
窟
は
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
。
三
箇
窟
の
配
置

は
「
品
」
字
形
を
呈
し
、
縦
ヴ
ォ
ー
ル
ト
式
天
井
の
前
室
を
共
有
す
る
（
挿
図
30
）。
K

三
一
窟
は
縦
長
方
形
プ
ラ
ン
、
伏
斗
式
天
井
の
石
窟
で
あ
る
。
窟
内
に
壁
画
を
描
き
、
こ

の
石
窟
グ
ル
ー
プ
の
主
と
な
る
礼
拝
窟
で
あ
る
。
K
三
〇
窟
は
や
や
規
模
が
小
さ
く
、
方

形
プ
ラ
ン
の
ド
ー
ム
天
井
窟
で
あ
る
。
窟
内
中
央
に
当
初
は
塔
柱
が
あ
り
、
塔
柱
の
左
・

右
・
後
三
壁
面
と
窟
内
に
壁
画
が
残
存
す
る
。グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
記
述
に
よ
る
と
、

塔
柱
の
正
面
に
凹
状
の
光
背
を
つ
く
り
、
当
初
は
立
仏
像
を
塑
造
し
て
い
た
（
（（
（

。
塔
柱
が
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
窟
は
塔
殿
窟
に
属
す
る
。
K
三
二
窟
は
縦
長
方
形
プ
ラ

ン
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
で
あ
る
。
正
壁
に
一
小
室
を
開
き
、
左
右
壁
に
も
そ
れ
ぞ
れ
小
型

の
禅
室
二
つ
を
開
い
て
お
り
、
典
型
的
な
禅
窟
に
属
す
る
。
窟
内
の
観
想
図
及
び
無
量
寿

浄
土
図
は
お
そ
ら
く
後
代
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は

方
形
窟
、
塔
殿
窟
と
禅
窟
が
組
合
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

K
五
〇
窟
、
K
五
四
窟
、
K
五
五
窟
も
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
お
り
、
三
箇
窟
は

同
じ
高
度
に
な
ら
ぶ
。K
五
〇
窟
は
前
廊
と
主
室
を
備
え
る
。前
廊
の
両
側
に
壁
が
あ
り
、

そ
の
上
部
に
垂
木
の
跡
が
残
る
。
発
掘
中
に
も
塼
製
の
屋
根
の
部
材
が
発
見
さ
れ
た
。
主

室
は
方
形
プ
ラ
ン
、
平
天
井
で
、
天
井
の
中
心
が
隆
起
し
て
ド
ー
ム
を
な
す
。
窟
門
の
前

に
階
段
が
あ
り
、
窟
内
の
中
央
に
残
高
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
方
柱
を
設
け
る
。
こ
れ
は
基

壇
も
し
く
は
基
座
と
も
い
わ
れ
て
き
た
が
（
（（
（

、
方
柱
の
正
面
は
凹
状
を
呈
し
、
龕
形
の
よ
う

に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
方
柱
は
そ
の
上
部
に
塑
像
を
安
置
す
る
た
め
の
基
壇
で

は
な
く
、
方
形
の
塔
柱
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
そ
の
形
状
は
或
い
は
同
窟
の
四
隅
に
描
か

れ
て
い
る
仏
塔
に
類
似
し
て
、
塔
身
の
正
面
に
龕
を
開
き
、
そ
の
内
部
に
仏
像
を
塑
造
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
か
ら
、
K
五
〇
窟
は
方
形
プ
ラ
ン
の
仏
殿
窟
で
あ
り
、

内
部
に
仏
塔
を
安
置
し
た
塔
殿
窟
で
も
あ
る
。
K
五
〇
窟
の
南
側
に
は
禅
窟（
K
五
四
窟
）

と
僧
房
窟
（
K
五
五
窟
）
が
あ
る
。
K
五
四
窟
は
K
三
二
窟
と
同
様
、縦
長
方
形
プ
ラ
ン
・

ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
で
あ
る
。
正
壁
に
小
室
一
つ
を
開
き
、
左
右
壁
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
禅

室
を
開
く
。
壁
面
に
は
青
灰
を
塗
布
し
て
お
り
、
壁
画
は
描
か
れ
な
い
。
K
五
五
窟
は
方

形
プ
ラ
ン
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
で
、
窟
内
に
日
乾
煉
瓦
を
積
ん
で
炉
を
つ
く
る
。

　

N
K
二
窟
（
中
心
柱
窟
）
の
西
側
上
部
に
は
禅
窟
（
既
に
崩
落
す
る
が
、
後
壁
が
残
存
、

後
壁
に
円
形
の
小
禅
室
を
多
数
つ
く
る
）
が
あ
り
、
下
部
に
僧
房
窟
が
あ
る
。

　

K
二
七
窟
（
旧
三
八
窟
）
は
中
心
柱
窟
で
あ
り
、
窟
形
式
は
K
一
八
窟
に
近
い
が
、
地

山
に
直
接
開
鑿
さ
れ
る
点
は
異
な
っ
て
い
る
。
石
窟
は
縦
長
方
形
プ
ラ
ン
で
、
中
心
柱
は

方
形
を
呈
す
る
。
正
壁
に
は
本
来
、
仏
坐
像
を
塑
造
し
て
い
た
。
中
心
柱
を
め
ぐ
る
左
・
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一
八

右
・
後
の
三
面
は
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
の
甬
道
で
あ
り
、甬
道
と
中
心
柱
の
高
さ
は
等
し
い
。

当
窟
の
下
方
に
は
K
三
六
窟
～
K
三
八
窟
の
一
連
の
僧
房
窟
が
あ
る
。
南
側
に
は
比
較
的

大
型
の
僧
房
窟
（
K
二
八
窟
）
が
あ
る
。

　

上
述
の
各
グ
ル
ー
プ
の
礼
拝
窟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
他
、
床
面

に
塼
を
敷
く
か
白
灰
を
塗
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
仕
上
げ
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
現
象
は
、
ト
ユ
ク
石
窟
の
開
鑿
に
際
し
て
は
礼
拝
、
起
居
、
禅
修
な
ど
機
能
の

異
な
る
石
窟
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
関
係
し
、
仏
教
寺
院
の
基
本
的
な
機
能
を
具
備
す
べ
く

考
慮
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
石
窟
グ
ル
ー
プ
は
す
な
わ

ち
一
つ
の
寺
院
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
石
窟
グ
ル
ー
プ
は
、
K
三
〇
窟
（
旧
四
〇
窟
）
と
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）

で
は
窟
内
に
小
型
の
仏
塔
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
を
除
い
て
、
そ
の
他
の
礼
拝
窟
は
い
ず

れ
も
大
型
の
中
心
柱
窟
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
石
窟
寺
院
が
主
に
仏
塔
を
中
心
と
し
た
空
間

構
成
を
と
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

入
塔
観
像
の
こ
と
は
、
仏
典
中
に
多
数
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
東
晋
・
仏
陀
跋
陀
羅
訳

『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
九
「
観
像
品
」
に
曰
く
、

　

仏
滅
度
後
濁
悪
世
中
、
諸
衆
生
等
欲
除
罪
咎
、
欲
於
現
世
得
須
陀
洹
至
阿
羅
漢
、
欲

発
三
菩
提
心
、欲
解
十
二
因
縁
、当
勤
修
観
仏
三
昧
（
中
略
）
仏
滅
度
後
現
前
無
仏
、

当
観
仏
像
、
観
仏
像
者
（
中
略
）
先
入
仏
塔
、
以
好
香
泥
及
諸
瓦
土
塗
地
令
浄
、
随

其
力
能
焼
香
散
華
供
養
仏
像
、
説
已
過
悪
礼
仏
懺
悔
（
（（
（

、

　

後
秦
の
三
蔵
・
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
思
惟
略
要
法
』
の
「
観
仏
三
昧
法
」
に
は
、
観
像
の

後
は
静
処
に
還
り
、
閉
目
し
て
思
惟
す
べ
き
こ
と
が
明
確
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

若
念
仏
者
、
仏
常
在
也
、
云
何
憶
念
、
人
之
自
身
無
過
於
眼
、
当
観
好
像
便
如
真
仏
、

先
従
肉
髻
眉
間
白
毫
下
至
於
足
、
従
足
復
至
肉
髻
、
如
是
相
相
諦
取
、
還
於
静
處
、

閉
目
思
惟
、繫
心
在
像
、不
令
他
念
。
若
念
餘
縁
摂
之
令
還
、心
目
観
察
如
意
得
見
、

是
為
得
観
像
定
（
（（
（

、

　

こ
の
「
還
於
静
処
」
は
、ま
さ
し
く
禅
窟
に
関
係
す
る
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
十
「
念

十
方
仏
品
」
は
、
出
定
の
後
、
塔
に
入
っ
て
像
を
見
じ
、
経
典
を
誦
持
す
る
こ
と
に
つ
い

て
も
述
べ
る
。「（
前
略
）
応
当
供
養
十
方
諸
仏
、
云
何
供
養
、
是
人
出
定
、
入
塔
見
像
、

念
持
経
時
、
若
礼
一
仏
当
作
是
念
（
（（
（

」
と
。
こ
の
よ
う
に
、
礼
拝
窟
の
旁
ら
に
禅
窟
を
付
す

こ
と
は
、
坐
禅
し
て
観
像
す
る
要
請
に
合
致
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
五
世
紀
高
昌
に
お
け
る
仏
教
図
像
の
構
成

　

五
世
紀
は
古
代
高
昌
仏
教
が
勃
興
・
発
展
し
た
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
ト
ユ
ク
石
窟

は
、
こ
の
時
期
に
開
鑿
さ
れ
た
唯
一
の
石
窟
寺
院
で
あ
る
。
早
期
石
窟
の
主
要
な
も
の
に

新
編
号
の
第
三
〇
窟
、
第
三
一
窟
、
第
三
二
窟
、
第
五
〇
窟
（
旧
四
〇
窟
、
旧
四
一
窟
、

旧
四
二
窟
、
旧
四
四
窟
（
（（
（

）
が
あ
る
。
こ
の
た
び
発
見
さ
れ
た
二
つ
の
礼
拝
窟
は
、
開
鑿
年

代
が
早
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
壁
画
主
題
は
い
ず
れ
も
上
述
の
ト
ユ
ク
早
期
石
窟
に
見
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
発
見
の
石
窟
壁
画
を
そ
の
他
の
早
期
窟
の

壁
画
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
五
世
紀
高
昌
に
お
け
る
仏
教
図
像
構
成
の
一
側
面

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

1　
K
一
八
窟

　

K
一
八
窟
は
、
中
心
柱
正
壁
に
大
型
の
立
仏
像
を
塑
造
す
る
。
南
甬
道
の
比
丘
と
俗
人

女
性
供
養
者
列
が
い
ず
れ
も
西
（
窟
門
の
方
向
）
を
向
く
と
い
う
特
徴
は
、
塔
を
右
繞
礼
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一
九

拝
す
る
宗
教
儀
礼
と
合
致
し
て
い
る
と
同
時
に
、
大
型
の
立
仏
像
が
窟
内
の
礼
拝
の
中
心

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
仏
を
塑
造
し
て
い
る
以
上
、
K
一
八
窟
は
大
仏
窟
と
い

え
る
。
そ
の
他
の
壁
面
に
は
壁
画
が
描
か
れ
、
い
ず
れ
も
大
型
の
一
仏
二
菩
薩
像
を
主
尊

と
す
る
。
窟
前
部
は
お
そ
ら
く
千
仏
を
描
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
K
一
八
窟
の
塑
像
が

そ
の
他
の
壁
面
の
主
尊
と
一
具
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
組
合
せ
に

は
二
種
類
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。
第
一
は
、
中
心
柱
の
四
面
を
一
具
と
見
て
、
中
心

柱
四
壁
の
四
仏
と
、
左
・
右
・
後
甬
道
外
壁
の
三
壁
の
三
仏
の
組
合
せ
と
す
る
見
方
。
第

二
は
、
窟
内
全
体
の
塑
像
と
壁
画
が
組
み
合
せ
ら
れ
る
関
係
に
あ
り
、
七
仏
構
成
で
あ
る

と
す
る
見
方
で
あ
る
。

　

第
一
種
の
組
合
せ
は
、
す
な
わ
ち
四
方
仏
と
三
世
仏
で
あ
る
。
四
方
仏
に
つ
い
て
、
北

涼
の
三
蔵
・
曇
無
懺
訳
の
『
金
光
明
経
』
巻
一
「
序
品
」
は
次
の
如
く
述
べ
る
。

諸
経
之
王
、
若
有
聞
者
、
則
能
思
惟
、
無
上
微
妙
、
甚
深
之
義
、
如
是
経
典
、
常
為

四
方
、
四
仏
世
尊
、
之
所
護
持
、
東
方
阿
閦
、
南
方
宝
相
、
西
無
量
寿
、
北
微
妙
聲
、

我
今
当
説
、
懺
悔
等
法
、
所
生
功
徳
、
為
無
有
上
、
能
壊
諸
苦
、
尽
不
善
業
（
（（
（

、

　

ま
た
『
金
光
明
経
』
巻
一
「
寿
量
品
」
は
次
の
如
く
述
べ
る
。

於
蓮
華
上
有
四
如
来
、
東
方
名
阿
閦
、
南
方
名
宝
相
、
西
方
名
無
量
寿
、
北
方
名
微

妙
聲
、
是
四
如
来
自
然
而
坐
師
子
座
上
、
放
大
光
明
照
王
舎
城
（
（（
（

、

　

四
方
仏
に
つ
い
て
は
東
晋
仏
陀
跋
陀
羅
訳
の
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
九
「
本
行
品
」
に

も
見
え
（
（（
（

、
こ
の
く
だ
り
で
は
東
方
阿
閦
、
南
方
宝
相
、
西
方
無
量
寿
、
北
方
微
妙
声
が
「
放

身
光
明
、
儼
然
而
坐
」
し
た
こ
と
を
記
し
、
と
り
わ
け
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。

四
仏
世
尊
従
空
而
下
、
坐
釈
迦
仏
床
讃
言
、
善
哉
善
哉
、
釈
迦
牟
尼
、
乃
能
為
於
未

来
之
濁
悪
衆
生
、
説
三
世
仏
白
毫
光
相
、
令
諸
衆
生
得
滅
罪
咎
、

　

こ
の
よ
う
に
、
四
方
仏
と
三
世
仏
は
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
中

心
柱
の
四
仏
は
後
壁
が
お
そ
ら
く
坐
仏
で
あ
る
他
は
全
て
立
仏
で
あ
り
、
経
文
に
似
つ
か

わ
し
く
な
い
。
最
も
重
要
な
の
は
、
四
仏
が
同
等
の
位
置
に
お
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
正
壁

の
大
立
仏
塑
像
の
地
位
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
方
仏
と
三
世

仏
の
組
合
せ
と
す
る
解
釈
に
は
問
題
が
あ
る
。

　

第
二
種
は
、
こ
れ
を
七
仏
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
過
去
荘
厳
劫
末
の
毘
婆

尸
、
尸
棄
、
毘
舎
の
三
仏
と
、
現
在
賢
劫
の
拘
留
孫
、
拘
那
含
牟
尼
、
迦
葉
、
釈
迦
牟
尼

の
四
仏
を
合
わ
せ
て
過
去
七
仏
と
称
す
る
。
東
晋
の
天
竺
三
蔵
・
仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
観
仏

三
昧
海
経
』
巻
十
「
念
七
仏
品
」
に
曰
く
、

仏
告
阿
難
、若
有
衆
生
観
像
心
成
、次
当
復
観
過
去
七
仏
像
、観
七
仏
者
当
勤
精
進
、

昼
夜
六
時
勤
行
六
法
。
端
坐
正
受
当
楽
少
語
（
中
略
）
毘
婆
尸
仏
偏
袒
右
肩
、
出
金

色
臂
摩
行
者
預
告
言
、
法
子
、
汝
行
観
仏
三
昧
、
得
念
仏
心
、
故
我
来
証
汝
（
中
略
）

釈
迦
牟
尼
仏
身
長
丈
六
、
放
紫
金
光
住
行
者
前
、
弥
勒
世
尊
身
長
十
六
丈
、
如
是
諸

仏
各
入
普
現
色
身
三
昧
、
現
其
人
前
、
令
其
行
者
心
得
歓
喜
、
以
歓
喜
故
、
是
諸
化

仏
各
申
右
手
摩
行
者
項
、
見
七
仏
已
、
見
於
弥
勒
（
中
略
）
以
是
念
仏
三
昧
力
故
、

十
方
諸
仏
放
大
光
明
現
其
人
前
、
光
明
無
比
、
三
界
特
尊
（
（（
（

、

　

こ
こ
か
ら
、
K
一
八
窟
中
心
柱
正
壁
の
立
仏
塑
像
は
釈
迦
仏
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
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中
心
柱
左
・
右
・
後
の
三
壁
の
三
仏
は
、
現
在
賢
劫
の
初
め
の
拘
留
孫
・
拘
那
含
牟
尼
・

迦
葉
仏
で
あ
り
、
甬
道
外
壁
の
三
仏
は
過
去
荘
厳
劫
末
の
毘
婆
尸
・
尸
棄
・
毘
舎
の
三
仏

で
あ
ろ
う
。
こ
の
七
仏
は
禅
定
中
の
行
者
の
知
見
を
証
す
る
役
割
が
あ
り
、
禅
観
の
主
要

な
対
象
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
七
仏
の
観
想
は
、
滅
罪
消
障
や
未
来
世
に
お
け
る

成
仏
な
ど
多
く
の
果
報
を
も
た
ら
す
と
い
う
（
（（
（

。
七
仏
は
中
央
ア
ジ
ア
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
域

で
広
く
流
行
し
、
仏
教
彫
刻
作
品
に
も
多
く
見
ら
れ
る
主
題
で
あ
る
。
七
仏
と
弥
勒
菩
薩

の
像
は
一
般
に
は
立
像
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
の
主
題
は
北
涼
時
代
に
も
甚
だ
流
行
し
、

ト
ル
フ
ァ
ン
・
敦
煌
・
酒
泉
・
武
威
等
で
出
土
し
て
い
る
北
涼
小
石
塔
の
八
面
に
彫
刻
さ

れ
て
い
る
の
が
す
な
わ
ち
七
仏
と
弥
勒
の
図
像
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
坐
像
で
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
（
（（
（

。
以
上
か
ら
、
K
一
八
窟
の
塑
像
と
壁
画
の
組
合
せ
は
七
仏
を
あ
ら
わ
し
た
も
の

と
す
る
解
釈
が
よ
り
合
理
的
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
な
推
測
が
誤
り
で
な
い
と
す

れ
ば
、
K
一
八
窟
は
七
仏
の
主
題
を
主
尊
と
し
て
塑
造
し
た
最
も
早
期
の
石
窟
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
六
世
紀
の
北
魏
か
ら
北
周
に
至
る
ま
で
の
時
期
、
甘
粛
の
隴
東
地

域
に
七
仏
を
あ
ら
わ
し
た
石
窟
が
出
現
、
流
行
し
た
。
例
え
ば
、
北
魏
の
涇
州
刺
史
、
奚

康
生
が
開
鑿
し
た
慶
陽
北
石
窟
寺
、
涇
川
南
石
窟
寺
や
、
北
周
の
大
都
督
李
允
信
が
開
鑿

し
た
天
水
麦
積
山
上
の
七
仏
閣
は
い
ず
れ
も
大
型
の
七
仏
窟
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
淵
源
は

或
い
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、南
甬
道
南
壁
に
描
か
れ
る
鎧
を
つ
け
た
龍
王
像
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
七
「
観

四
威
儀
品
」
に
お
い
て
、
龍
王
が
ブ
ッ
ダ
に
常
住
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
請
い
願
う
と
い
う
記

述
と
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
（
（（
（

。

2 

N
K
二
中
心
柱
窟

　

N
K
二
窟
の
中
心
柱
前
部
は
欠
失
し
て
お
り
、本
尊
塑
像
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。左
・

右
・
後
甬
道
に
は
塑
像
と
画
像
の
大
立
仏
の
列
像
が
残
存
す
る
。
後
甬
道
後
壁
中
央
の
龕

内
に
は
当
初
、
仏
坐
像
を
塑
造
し
て
い
た
。
こ
の
中
央
龕
と
両
側
の
龕
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ

大
型
の
立
仏
像
四
体
が
描
か
れ
、
全
て
合
わ
せ
て
一
坐
仏
と
十
立
仏
の
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
後
甬
道
前
壁
に
は
、
残
存
す
る
壁
画
の
華
蓋
か
ら
み
て
、
約
七
体
が
描
か
れ
て
い
た

ら
し
い
。
西
甬
道
の
中
心
柱
側
面
の
龕
の
北
側
に
は
三
体
の
立
仏
像
が
描
か
れ
て
お
り
、

同
壁
の
構
成
は
対
称
を
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
南
側
と
合
わ
せ
て
本
来
は
七
体
の

像
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
西
甬
道
外
壁
中
央
の
龕
の
北
側
に
は
四
体
が
描
か
れ
、
南
側
の

状
況
は
不
明
で
あ
る
が
少
な
く
と
も
四
体
か
、
そ
れ
よ
り
少
し
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

東
甬
道
は
全
壊
し
て
い
る
が
、
立
仏
の
数
は
西
甬
道
と
同
様
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
以

上
、三
方
の
甬
道
の
立
仏
の
総
数
は
五
十
体
余
り
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
大
型
の
立
仏
像
は
、

千
仏
の
概
念
を
以
て
は
解
釈
し
難
い
。
宋
・
元
嘉
元
年
（
四
二
四
）
西
域
の
三
蔵
、
畺
良

耶
舎
訳
『
仏
説
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』
に
五
十
三
仏
の
こ
と
が
見
え
、
こ
れ
も
禅
観
の

主
要
な
対
象
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
経
に
曰
く
、

繋
念
三
昧
即
於
定
中
、
得
見
薬
上
菩
薩
浄
妙
色
身
、
即
為
行
者
称
説
過
去
五
十
三
仏

名
（
中
略
）
時
薬
上
菩
薩
説
是
過
去
五
十
三
仏
名
已
、
黙
然
而
住
、
爾
時
行
者
即
於

定
中
、
得
見
過
去
七
仏
世
尊
毘
婆
尸
仏
而
讃
嘆
言
（
（（
（

、

　

も
っ
と
も
、
N
K
二
窟
の
立
仏
が
五
十
三
仏
と
関
連
す
る
か
否
か
は
、
な
お
充
分
な

証
左
に
欠
け
る
（
（（
（

。
甘
粛
の
酒
泉
文
殊
山
石
窟
千
仏
洞
内
の
壁
画
に
も
立
仏
の
列
像
が
み
え

る
が
、
そ
の
形
像
は
や
や
小
さ
く
、
壁
面
を
通
じ
て
描
か
れ
て
い
な
い
。
前
壁
上
部
は
九

段
の
千
仏
、
そ
の
下
方
に
立
仏
の
列
像
が
あ
り
、
窟
門
の
両
側
に
各
四
体
が
配
さ
れ
る
。

立
仏
の
傍
ら
に
は
短
冊
形
が
附
さ
れ
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
文
字
は
既
に
模
糊
と
す

る
。
立
仏
の
下
部
に
は
供
養
者
の
礼
仏
行
列
図
を
描
く
（
（（
（

。
や
は
り
、
こ
の
種
の
大
型
の
立

仏
列
像
は
千
仏
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
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二
一

3 
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）

　

K
五
〇
窟
は
方
形
プ
ラ
ン
、
平
頂
で
、
天
井
の
中
心
は
隆
起
し
て
ド
ー
ム
を
な
す
。
窟

室
中
央
に
仏
塔
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
正
面
は
凹
状
を
呈
し
、
龕
を
つ
く
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
像
は
失
わ
れ
て
い
る
。
塔
柱
の
側
面
に
草
泥
層
が
少
し
残
存
す
る
が
、
当
初

壁
画
が
描
か
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
左
・
右
・
後
壁
の
上
部
に
九
段
の
千
仏
を

描
き
、
各
段
は
二
四
～
二
六
体
で
あ
る
。
千
仏
の
中
央
に
一
幅
の
説
法
図
が
配
さ
れ
、
そ

の
う
ち
南
北
壁
の
説
法
図
は
い
ず
れ
も
一
交
脚
仏
と
二
脇
侍
菩
薩
か
ら
な
る
。
正
壁
説
法

図
の
仏
坐
像
は
明
瞭
に
見
え
な
い
が
、
交
脚
仏
の
よ
う
に
見
え
る
（
（（
（

。
前
壁
窟
門
の
上
部
に

交
脚
弥
勒
菩
薩
と
二
脇
侍
菩
薩
か
ら
な
る
説
法
図
、
窟
内
四
隅
の
上
部
に
そ
れ
ぞ
れ
仏
塔

一
基
を
描
き
、
窟
頂
の
四
隅
に
そ
れ
ぞ
れ
護
法
天
王
像
一
体
を
配
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
窟
の
壁
画
の
主
尊
は
、
仏
交
脚
坐
像
三
体
と
交
脚
弥
勒
菩
薩
像
一
体

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
図
像
は
三
世
仏
と
弥
勒
の
組
合
せ
と
は
解
釈

し
難
い
。

　

交
脚
仏
は
、
亀
茲
石
窟
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。
亀
茲
壁
画
に
お
い
て
、
交
脚
仏
は
本
生

図
と
因
縁
故
事
図
中
の
釈
迦
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
、
ト
ユ
ク
に
お
い
て
は
主
尊
と
し
て
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
異
な
っ
て
い
る
。
高
昌
以
東
の
河
西
回
廊
と
中
原
に
お
い
て

も
、
五
世
紀
に
交
脚
仏
が
流
行
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
早
期
の
交
脚
仏
が
弥
勒
仏
で
あ

る
と
は
全
面
的
に
は
肯
定
で
き
な
い
が
、
陝
西
省
碑
林
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
北
魏
・
皇

興
五
年
（
四
七
一
）
の
交
脚
弥
勒
仏
は
、
台
座
の
発
願
文
中
の
「
何
」
像
を
造
る
と
記
す

ま
さ
し
く
そ
の
部
分
が
風
化
し
て
は
い
る
も
の
の
、背
面
の
文
字
に「
諸
知
識
神
期
妙
境
、

共
睹
（
中
略
）（
龍
）
華
初
曜
、
願
在
先
会
」
と
い
う
語
が
見
え
、
学
界
で
は
一
般
に
こ

れ
を
弥
勒
仏
と
認
定
し
て
い
る
。
六
世
紀
初
頭
の
北
魏
の
造
像
中
に
は
、
明
確
に
弥
勒
と

題
す
る
交
脚
仏
像
が
あ
る
。
例
え
ば
陝
西
省
碑
林
博
物
館
収
蔵
の
北
魏
劉
保
生
造
像
は
交

脚
仏
と
二
菩
薩
を
あ
ら
わ
し
、
発
願
文
の
中
で
「
敬
造
石
弥
勒
像
一
区
」
と
明
記
す
る
（
（（
（

。

石
窟
造
像
に
関
し
て
は
、
交
脚
仏
の
実
例
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
。
河
西
回
廊
の
張
掖

金
塔
寺
東
窟
で
は
、
壁
面
の
中
層
に
三
つ
の
龕
が
並
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
東
西

両
面
の
龕
の
主
尊
は
い
ず
れ
も
説
法
印
を
と
る
交
脚
仏
で
あ
る
。
北
壁
は
三
坐
仏
を
あ
ら

わ
し
、
南
面
（
正
壁
）
塑
像
は
元
代
の
重
修
で
あ
る
。
金
塔
寺
西
窟
中
層
後
壁
の
主
尊
は

交
脚
仏
で
あ
る
。
李
玉
珉
氏
は
、
こ
の
交
脚
仏
は
未
来
仏
た
る
弥
勒
で
あ
り
、
東
窟
は
三

世
仏
の
組
合
せ
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
開
鑿
年
代
は
五
世
紀
五
〇
～
六
〇
年
代
頃
で
、
西

窟
の
開
鑿
は
五
世
紀
七
〇
年
代
か
こ
れ
を
や
や
下
る
時
期
で
あ
る
と
い
う
（
（（
（

。
敦
煌
莫
高
窟

第
二
六
八
窟
正
壁
と
第
二
五
四
窟
中
心
柱
正
壁
の
本
尊
は
交
脚
仏
で
あ
り
、
こ
れ
が
弥
勒

か
、
そ
れ
と
も
釈
迦
か
、
学
界
で
は
未
だ
に
意
見
の
一
致
を
み
て
い
な
い
（
（（
（

。
と
り
わ
け
注

意
に
値
す
る
の
は
、
雲
崗
第
九
、
一
〇
窟
双
窟
に
お
い
て
交
脚
弥
勒
菩
薩
と
交
脚
仏
が
対

を
成
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
九
窟
前
廊
東
壁
の
第
二
層
屋

形
龕
の
主
尊
は
交
脚
弥
勒
菩
薩
で
あ
り
、
こ
れ
と
相
対
す
る
西
壁
第
二
層
屋
形
龕
の
主
尊

は
交
脚
仏
で
あ
る
。
第
一
〇
窟
前
廊
東
西
壁
第
二
層
の
龕
は
、
交
脚
仏
と
交
脚
弥
勒
菩
薩

像
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
位
置
は
第
九
窟
と
ち
ょ
う
ど
反
対
で
あ
る
（
（（
（

。
こ
こ
か
ら
、
交
脚
仏

は
す
な
わ
ち
下
生
の
弥
勒
仏
像
で
あ
り
、
交
脚
弥
勒
菩
薩
像
と
上
生
・
下
生
の
関
係
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
（
（（
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
五
世
紀
の
河
西
回
廊
と
中
原
に
お
い
て
、
交
脚
仏

が
一
定
の
流
行
を
み
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）
の
開
鑿
年
代
は

上
述
の
諸
作
例
と
大
体
同
じ
時
期
で
あ
り
、
し
か
も
窟
内
の
壁
画
が
河
西
回
廊
の
石
窟
の

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
K
五
〇
窟
の
三
壁
の
説
法

図
に
み
え
る
交
脚
仏
は
お
そ
ら
く
弥
勒
仏
、
す
な
わ
ち
弥
勒
下
生
成
道
の
姿
と
確
定
し
て

よ
い
。
三
壁
三
弥
勒
仏
の
組
合
せ
は
、
弥
勒
が
下
生
成
道
し
、
華
林
園
の
龍
華
樹
下
に
お

い
て
三
会
の
説
法
を
行
い
、
衆
生
を
普
く
済
度
す
る
形
相
を
表
現
し
た
も
の
に
違
い
な

い
（
（（
（

。
同
窟
の
前
壁
窟
門
上
部
に
交
脚
弥
勒
菩
薩
の
説
法
図
を
描
い
て
い
る
の
は
、
弥
勒
が
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二
二

兜
率
天
宮
に
上
生
し
た
形
相
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
K
五
〇
窟
の
壁

画
に
お
い
て
は
弥
勒
の
上
生
と
下
生
の
図
像
が
一
窟
内
に
集
め
ら
れ
て
お
り
、
同
窟
は
典

型
的
な
「
弥
勒
窟
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

4 

K
三
一
（
旧
四
一
窟
）

　

K
三
一
窟
は
縦
長
方
形
プ
ラ
ン
、伏
斗
式
天
井
で
、窟
内
の
三
壁
に
千
仏
図
像
を
描
く
。

［
各
壁
の
］
千
仏
の
中
央
に
そ
れ
ぞ
れ
一
仏
二
菩
薩
か
ら
な
る
説
法
図
を
描
き
、
三
世
仏

と
千
仏
を
構
成
す
る
図
像
で
あ
る
。
伏
斗
式
天
井
の
四
面
に
立
仏
の
列
像
を
描
く
。

5 

K
三
〇
窟
（
旧
四
〇
窟
）

　

K
三
〇
窟
の
窟
室
中
央
に
は
当
初
、
塔
柱
が
設
け
ら
れ
、
塔
柱
の
左
・
右
・
後
三
壁
面

と
周
壁
に
壁
画
が
残
存
す
る
（
（（
（

。
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
記
述
に
よ
る
と
、
塔
柱
の
正
面

に
凹
状
の
光
背
を
つ
く
り
、
当
初
は
立
仏
像
を
塑
造
し
て
い
た
。
塔
柱
の
左
・
右
・
後
の

三
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
体
の
立
仏
像
を
描
く
。
窟
内
両
側
壁
の
下
部
に
は
些
か
奇
異
な
画

面
が
描
か
れ
、
後
壁
壁
画
も
残
存
す
る
も
の
の
大
部
分
が
欠
損
す
る
。
図
版
資
料
を
欠
く

た
め
、
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
が
述
べ
る
奇
異
な
壁
画
が
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
の
か
判
断
し
難
い
が
、
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
は
一
連
の
壁
画
の
主
題
を
菩
薩
の
捨
身

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
象
の
四
足
が
残
存
す
る
画
面
に
つ
い
て
は
須
達
挐
本
生

と
推
測
し
て
い
る
。
現
在
、
第
四
〇
窟
の
壁
面
上
部
の
壁
画
は
失
わ
れ
て
お
り
、
下
部
も

残
存
す
る
壁
画
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
が
、
薩
埵
太
子
捨
身
飼
虎
図
の
画
面
の
一
部
が
認

め
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

K
三
〇
窟
の
図
像
構
成
は
、
中
心
柱
正
面
に
立
仏
を
塑
造
す
る
こ
と
、
余
の
三
面
に
そ

れ
ぞ
れ
一
立
仏
を
描
き
、
中
心
柱
の
四
面
が
四
仏
構
成
を
な
す
こ
と
な
ど
は
K
一
八
窟
に

類
似
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
北
涼
・
曇
無
懺
訳
『
金
光
明
経
』
序
品
と
東
晋
・
仏
陀
跋

陀
羅
訳
『
観
仏
三
昧
海
経
』
本
行
品
に
述
べ
ら
れ
る
「
東
方
阿
閦
、
南
方
宝
相
、
西
無
量

寿
、
北
微
妙
声
」
の
四
方
仏
で
あ
る
の
か
は
、
判
断
が
難
し
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
五
世
紀
高
昌
に
お
け
る
仏
教
図
像
の
主
要
な
構
成
は
以
下
の
如

く
で
あ
る
。

1
単
幅
で
一
立
仏
と
二
菩
薩
立
像
、
或
い
は
一
坐
仏
と
二
菩
薩
立
像
を
一
具
と
す
る
説

　
　

法
図

2
七
仏
、
三
世
仏
と
千
仏
の
組
合
せ

3
弥
勒
上
生
・
下
生
、
千
仏
と
四
天
王
の
組
合
せ

4
四
方
仏
？

5
『
賢
愚
経
』
と
『
雑
宝
蔵
経
』
に
基
づ
く
本
生
・
因
縁
故
事
図

　

上
述
の
諸
主
題
は
、
本
生
・
因
縁
故
事
を
除
い
て
は
、
全
て
禅
観
の
対
象
で
あ
り
、『
観

仏
三
昧
海
経
』
と
密
接
に
関
係
す
る
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
は
弥
勒
像
と
千
仏
の
観
想

の
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
観
想
の
効
験
に
よ
っ
て
「
除
六
十
劫
生
死
之
罪
、
未

来
生
處
必
見
弥
勒
、
賢
劫
千
仏
威
光
所
護
（
中
略
）
若
坐
不
見
、
当
入
塔
観
、
入
塔
観
時
、

亦
当
作
此
諸
光
明
想
、
至
心
合
掌
、

跪
諦
観
、
一
日
至
三
日
心
不
錯
乱
、
命
終
之
後
生

兜
率
天
、
面
見
弥
勒
菩
薩
色
身
端
厳
、
応
感
化
導
（
（（
（

」、「
当
来
生
處
値
遇
弥
勒
、
乃
至
楼
至

仏
、
於
千
仏
所
聞
法
受
化
（
（（
（

」
す
る
こ
と
が
か
な
う
と
い
う
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
弥
勒
信
仰
の
流
行
は
、
北
涼
の
統
治
者
に
よ
る
宣
導
や
（
（（
（

、
安
陽

侯
沮
渠
京
声
が
高
昌
で
翻
訳
し
た
『
観
弥
勒
菩
薩
生
兜
率
天
経
（
（（
（

』、
鳩
摩
羅
什
が
長
安
で

翻
訳
し
た
『
弥
勒
下
生
成
仏
経
』
と
関
連
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。

　
　
　
　

四
、
結
論

　

古
代
高
昌
国
は
西
域
諸
国
と
河
西
回
廊
を
連
結
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
と
同
時
に
仏
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ト
ル
フ
ァ
ン
・
ト
ユ
ク
石
窟
の
考
古
学
的
新
発
見
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二
三

教
石
窟
芸
術
が
西
か
ら
東
に
伝
播
す
る
上
で
の
結
節
点
で
も
あ
る
。
新
資
料
の
出
現
に
よ

り
、
ト
ユ
ク
の
早
期
石
窟
は
窟
形
式
・
絵
画
手
法
等
の
上
で
、
亀
茲
石
窟
・
甘
粛
早
期
石

窟
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
更
に
重
要
な
の
は
、
塑
像
と
壁
画
の

主
題
が
西
域
仏
教
の
一
中
心
地
で
あ
る
于
闐
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
こ
と
は
従
来
、
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
石
窟
形
式
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
新
出
の
K
一
八
窟
は
中
心
柱
正
壁
に
大
型
の
立

仏
像
を
塑
造
し
、
中
心
柱
の
左
・
右
・
後
部
を
中
心
柱
よ
り
低
い
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
の
甬

道
と
す
る
。
窟
前
部
（
（

（
補
註
は
奥
行
き
が
浅
く
幅
が
広
く
、
天
井
の
形
式
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
形
式
は
亀
茲
地
域
の
キ
ジ
ル
石
窟
の
大
仏
窟
と
比
較
的
近
く
、
高
昌
地
域
で
初
め

て
発
見
さ
れ
た
大
仏
窟
の
実
例
と
い
え
よ
う
。
大
仏
を
塑
造
す
る
こ
と
、
大
仏
窟
を
開
鑿

す
る
こ
と
は
亀
茲
仏
教
の
伝
統
で
あ
り
（
（（
（

、
例
え
ば
キ
ジ
ル
石
窟
第
四
七
窟
な
ど
、
キ
ジ
ル

で
は
四
～
五
世
紀
に
は
既
に
流
行
し
て
い
た
。
K
一
八
大
像
窟
の
発
見
は
、
亀
茲
に
お
け

る
大
仏
窟
の
開
鑿
と
い
う
理
念
が
、
高
昌
・
河
西
回
廊
（
例
え
ば
、
張
掖
・
馬
蹄
寺
石
窟
第

一
窟
（
（（
（

、
武
威
・
天
梯
山
石
窟
第
一
五
窟
・
第
一
六
窟
（
（（
（

な
ど
）
を
経
て
、
大
同
の
雲
崗
石
窟
大

仏
窟
（
曇
曜
第
五
窟
、
第
九
窟
・
第
一
〇
窟
・
第
五
窟
（
（（
（

）
の
開
鑿
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を

明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

　

先
述
の
如
く
、
K
一
八
窟
と
N
K
二
窟
は
中
心
柱
を
め
ぐ
る
左
・
右
・
後
の
三
面
を

天
井
高
の
低
い
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
式
甬
道
と
す
る
が
、
こ
れ
は
亀
茲
石
窟
の
中
心
柱
窟
と

大
像
窟
に
近
似
す
る
（
（（
（

。
ト
ユ
ク
石
窟
の
こ
れ
よ
り
や
や
下
る
時
期
の
石
窟
、
例
え
ば
K
二

七
窟
（
旧
三
八
窟
）、西
岸
の
旧
第
二
・
一
二
窟
の
甬
道
は
高
さ
が
中
心
柱
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

こ
の
こ
と
は
河
西
回
廊
の
酒
泉
文
殊
山
石
窟
中
心
柱
窟
、
張
掖
馬
蹄
寺
石
窟
第
一
窟
と
基

本
的
に
同
じ
で
あ
り
（
（（
（

、
中
心
柱
窟
甬
道
の
変
遷
の
経
路
に
お
い
て
、
ト
ユ
ク
石
窟
が
重
要

な
一
環
に
あ
た
る
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）
と
K
三
〇
窟
（
旧
四
〇
窟
）
は
方
形
窟
で
あ
り
、
平
天
井
の

中
央
が
隆
起
し
て
ド
ー
ム
を
な
す
。
そ
の
中
心
に
蓮
華
を
描
き
、
ド
ー
ム
の
曲
面
を
放
射

条
に
分
割
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
立
仏
を
描
い
て
お
り
、
こ
れ
も
亀
茲
石
窟
の
方
形
窟
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
高
昌
以
東
に
お
け
る
方
形
プ
ラ
ン
礼
拝
窟
の
中
で
は
、
僅

か
に
寧
夏
の
固
原
須
弥
山
石
窟
北
魏
晩
期
窟
�
�
例
え
ば
第
一
七
、
一
九
窟
（
（（
（

�
�
の

み
に
し
か
こ
の
類
の
形
式
が
見
ら
れ
ず
、
そ
の
淵
源
は
ト
ユ
ク
石
窟
と
関
係
す
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

　

K
三
一
窟
（
旧
四
一
窟
）
の
伏
斗
式
天
井
は
亀
茲
石
窟
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
河
西
回

廊
以
東
で
は
多
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
り
、
例
え
ば
武
威
天
梯
山
の
北
涼
窟
で
あ
る
第
一

窟
・
第
四
窟
・
第
一
八
窟
が
挙
げ
ら
れ
る
（
（（
（

。
張
掖
金
塔
寺
石
窟
に
お
い
て
は
、
五
世
紀
に

開
鑿
さ
れ
た
東
窟
・
西
窟
は
い
ず
れ
も
伏
斗
式
天
井
で
あ
る
（
（（
（

。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、

金
塔
寺
東
窟
の
伏
斗
式
天
井
の
西
面
に
も
立
仏
の
列
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
K
三

一
窟
（
旧
四
一
窟
）
と
共
通
し
て
い
る
。
以
上
の
特
徴
は
、
ト
ユ
ク
石
窟
が
甘
粛
早
期
石

窟
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

K
三
二
窟
（
旧
四
二
窟
）、
K
五
四
窟
と
西
岸
の
第
一
窟
（
旧
編
号
）
は
い
ず
れ
も
禅
窟

で
あ
り
、
正
壁
に
小
禅
室
一
つ
、
左
右
壁
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
小
禅
室
を
開
く
。
こ
の

種
の
窟
形
式
は
亀
茲
石
窟
に
は
見
出
せ
な
い
が
、
ク
チ
ャ
の
ス
バ
シ
寺
院
址
に
類
似
の
遺

構
が
あ
る
。
河
西
回
廊
西
部
の
敦
煌
莫
高
窟
第
二
六
八
窟
（
（（
（

、
酒
泉
文
殊
山
石
窟
な
ど
に
は

同
様
の
禅
窟
が
あ
る
（
（（
（

。
酒
泉
よ
り
東
で
は
こ
の
類
の
禅
窟
は
見
ら
れ
な
い
。

　

次
に
、
塑
像
と
壁
画
の
題
材
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
新
発
見
の
中
心
柱
窟
の
壁
画
主

題
は
、
K
一
八
窟
で
は
左
右
甬
道
の
両
側
壁
に
大
型
の
一
仏
二
菩
薩
の
立
像
、
七
仏
、
龍

王
を
描
き
、
後
甬
道
の
後
壁
に
は
八
体
の
菩
薩
像
を
描
く
。
N
K
二
中
心
柱
窟
は
周
壁

に
大
立
仏
の
列
像
を
め
ぐ
ら
し
、
後
甬
道
の
西
端
に
二
体
の
特
異
な
護
法
神
像
を
描
く
。

以
上
は
、
ト
ユ
ク
石
窟
に
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
主
題
で
あ
る
。
そ
の
他
の
早

期
石
窟
に
は
三
世
仏
、
一
仏
二
菩
薩
か
ら
な
る
説
法
図
、
弥
勒
上
生
・
下
生
図
、
千
仏
等
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が
み
ら
れ
、
五
世
紀
前
後
に
高
昌
地
域
で
大
乗
仏
教
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
亀
茲
で
盛
行
し
て
い
た
小
乗
仏
教
の
題
材
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の

影
響
の
源
は
于
闐
や
河
西
石
窟
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

七
仏
、
一
仏
二
菩
薩
と
千
仏
は
、
全
て
甘
粛
の
早
期
石
窟
に
お
い
て
流
行
し
た
主
題
で

あ
り
、
例
え
ば
敦
煌
・
酒
泉
・
ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
出
土
し
て
い
る
北
涼
石
塔
は
全
て
七
仏

を
主
題
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
炳
霊
寺
石
窟
第
一
六
九
窟
の
前
秦
建
弘
元
年
（
四
二
〇
）

造
像
の
塑
造
無
量
寿
仏
龕
三
尊
像
及
び
、
前
秦
の
壁
画
に
見
ら
れ
る
一
仏
二
菩
薩
像
は
、

現
在
知
ら
れ
て
い
る
最
も
早
い
三
尊
像
の
実
例
で
あ
る
。
と
り
わ
け
第
一
六
九
窟
の
前
壁

に
お
い
て
千
仏
中
に
一
仏
二
菩
薩
の
説
法
図
が
描
か
れ
る
こ
と
は
、
ト
ユ
ク
K
五
〇
窟
、

K
四
一
窟
と
同
様
で
あ
る
（
（（
（

。
大
型
の
一
仏
二
菩
薩
立
像
の
形
式
も
、
第
一
六
九
窟
上
部
に

塑
造
三
尊
像
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ト
ユ
ク
早
期
石
窟
は
甘
粛
早

期
石
窟
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
一
仏
二
菩
薩
の
構
成
は
、
大
乗
仏
教
が
流
行
し
た
于
闐
に
お
い
て
も
多
く
み

と
め
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。『
法
顕
伝
』
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
顕
は
四
〇
一
年
に

于
闐
に
到
達
し
、
同
国
に
つ
い
て
「
僧
衆
乃
数
万
人
、
多
大
乗
学
」
と
記
す
。
王
室
と
寺

院
が
組
織
し
た
行
像
を
見
る
た
め
に
、
法
顕
は
や
や
長
く
逗
留
し
、「
作
四
輪
像
車
、
高

三
丈
余
、状
如
行
殿
、七
宝
荘
厳
、懸
絵
幡
蓋
、像
立
車
中
、二
菩
薩
（
脇
）
侍
（
（（
（

」
と
記
す
。

こ
の
よ
う
に
、
行
像
に
用
い
ら
れ
た
の
は
一
仏
二
菩
薩
像
で
あ
っ
た
。

　

前
述
の
如
く
、
N
K
二
窟
の
甬
道
内
に
大
立
仏
の
列
像
を
配
す
る
こ
と
は
、
河
西
回

廊
以
東
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
ホ
ー
タ
ン
洛
浦
県
ラ
ワ
ク
寺
院
址
で
回
廊
内
外
壁

に
大
立
仏
の
列
像
を
塑
造
す
る
こ
と
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
K
一
八
窟
南
壁
の
仏
像
と
そ

の
左
側
の
菩
薩
と
の
間
に
一
体
の
小
仏
像
が
描
か
れ
る
こ
と
も
、
ラ
ワ
ク
寺
院
の
回
廊
塑

造
に
同
様
の
表
現
が
み
と
め
ら
れ
る
（
（（
（

。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
于
闐
か
ら
の
影
響
が
明
ら
か
に

看
取
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
K
五
〇
窟
（
旧
四
四
窟
）
の
本
生
故
事
画
が
依
拠
す
る
『
賢
愚
経
』
も
于
闐
に

由
来
す
る
。
南
朝
梁
の
僧
祐
新
撰
『
賢
愚
経
記
』
に
は
、
同
経
の
淵
源
が
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

河
西
沙
門
釈
曇
学
、
威
徳
等
、
凡
有
八
僧
、
結
志
遊
方
、
遠
尋
経
典
、
於
于
闐
大
寺

遇
般
遮
于
瑟
之
会
、
般
遮
于
瑟
者
、
漢
言
五
年
一
切
大
衆
集
也
、
三
蔵
諸
学
、
各
弘

法
宝
、
説
経
講
律
、
依
業
而
教
、
学
等
八
僧
、
随
縁
分
聴
、
於
是
競
習
胡
音
、
折
以

漢
義
。
精
思
通
訳
、
各
書
所
聞
、
還
至
高
昌
、
乃
集
為
一
部
、
既
而
踰
越
流
沙
、
齎

到
涼
州
、
于
時
沙
門
釈
慧
朗
、
河
西
宗
匠
、
道
業
淵
博
、
総
持
方
等
、
以
為
此
経
所

記
、
源
在
譬
喩
、
譬
喩
所
明
、
兼
載
善
悪
、
善
悪
相
翻
、
則
賢
愚
之
分
也
、
前
代
伝

経
、
已
多
譬
喩
、
故
因
事
改
名
、
号
曰
賢
愚
焉
。
元
嘉
二
十
二
年
、
歳
在
乙
酉
、
始

集
此
経
（
（（
（

、

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ホ
ー
タ
ン
地
域
に
実
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ

ら
の
本
生
故
事
画
の
粉
本
は
于
闐
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

K
一
八
窟
の
龍
王
像
は
、
火
焔
宝
珠
冠
を
戴
き
、
鎧
を
身
に
つ
け
、
頭
上
に
は
四
頭
の

龍
が
見
え
る
。
龍
王
像
の
源
は
亀
茲
石
窟
に
関
係
す
る
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ク
ム
ト

ラ
石
窟
第
四
二
窟
（
現
行
編
号
の
第
五
八
窟
）
は
ド
イ
ツ
隊
に
よ
っ
て
龍
王
洞
と
命
名
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
門
壁
右
側
の
上
部
に
着
甲
し
、
頭
上
に
蛇
形
の
龍
頭
を
あ
ら
わ
し
た

龍
王
像
が
描
か
れ
て
い
る
（
（（
（

。
も
っ
と
も
、
K
一
八
窟
に
お
い
て
は
、
既
に
亀
茲
式
の
蛇
形

の
龍
か
ら
漢
式
の
龍
へ
と
変
化
を
と
げ
て
い
る
。
こ
の
種
の
龍
王
像
は
、
高
昌
以
東
に
は

見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
K
一
八
窟
の
龍
王
像
が
戴
く
火
焔
宝
珠
冠
は
、
六
角
柱
状
の
宝
珠

の
上
部
に
三
条
の
火
焔
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
冠
が
K
一
八
窟
南
甬
道
北
壁
左

側
の
菩
薩
像
に
も
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
状
の
火
焔
宝
珠
は
亀
茲
石
窟
中
に
頻
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ト
ル
フ
ァ
ン
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ト
ユ
ク
石
窟
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考
古
学
的
新
発
見

433

二
五

出
す
る
も
の
の
、
亀
茲
で
は
冠
に
は
用
い
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
絵
画
技
法
に
つ
い
て
見
る
と
、
ト
ユ
ク
石
窟
の
人
物
像
（
仏
・
菩
薩
・
供
養
者
を

含
む
）
は
主
に
赤
褐
色
・
青
・
緑
・
白
な
ど
の
色
彩
を
用
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
如
来
像

と
菩
薩
像
に
は
、
亀
茲
地
域
で
流
行
し
た
暈
取
り
法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
肌
を
露
出
し

た
部
分
に
濃
色
か
ら
淡
色
へ
段
階
的
に
着
色
さ
れ
、
凹
凸
の
効
果
を
出
し
て
裸
身
の
立
体

感
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
暈
取
り
法
の
影
響
は
、
河
西
回
廊
と
そ
の
東
の
甘

粛
・
永
靖
炳
霊
寺
石
窟
に
ま
で
及
び
、
こ
の
種
の
絵
画
技
法
の
東
伝
に
あ
た
っ
て
ト
ユ
ク

石
窟
が
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

歴
史
的
背
景
を
見
る
と
、
前
涼
建
康
十
五
年
（
三
二
七
）
に
張
駿
が
高
昌
郡
を
設
置
し

て
以
来
、
後
涼
、
西
涼
、
北
涼
に
至
る
ま
で
、
高
昌
は
河
西
の
諸
王
朝
に
帰
属
し
て
い

た
（
（（
（

。
四
三
九
年
、
北
涼
が
北
魏
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
と
、
沮
渠
無
諱
は
西
行
し
て
高
昌

に
拠
り
、
四
四
三
年
、
高
昌
に
建
都
し
た
、
四
六
〇
年
、
柔
然
は
こ
の
北
涼
を
滅
ぼ
し
、

闞
伯
周
を
高
昌
王
に
擁
立
し
て
高
昌
国
を
建
て
た
。
政
権
は
、
闞
・
張
・
馬
氏
と
次
々
に

交
替
し
た
。
四
九
九
年
、
高
昌
の
旧
人
は
馬
儒
を
殺
し
、
麴
嘉
を
王
に
立
て
た
。
す
な
わ

ち
、
麴
氏
高
昌
国
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
（
（（
（

。

　

高
昌
郡
の
設
置
と
北
涼
の
西
遷
に
よ
り
、
漢
人
文
化
の
伝
統
を
保
有
し
た
河
西
の
民
衆

が
高
昌
地
区
へ
大
量
に
流
入
し
た
こ
と
は
、
中
原
文
化
の
影
響
が
高
昌
以
西
の
地
域
に
伝

播
す
る
上
で
極
め
て
大
き
く
作
用
し
た
。
例
え
ば
、
K
一
八
窟
の
一
仏
二
菩
薩
像
の
壁
画

に
漢
式
の
榜
題
が
残
る
こ
と
、
窟
内
南
壁
に
漢
式
の
服
制
の
女
性
供
養
者
像
が
み
と
め
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
K
五
〇
窟
の
本
生
因
縁
図
と
西
岸
区
の
僧
房
窟
前
室
の
壁
画
に
漢
文
榜

題
が
残
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
石
窟
を
開
鑿
し
た
の
が
漢
人
、
も
し
く
は
漢
人
文
化
の

影
響
を
深
く
受
け
た
異
民
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ト
ユ
ク
石
窟
で
は
、
曾
て
、
東

晋
元
康
六
年
（
二
九
六
）
の
『
諸
仏
要
集
経
』
等
の
早
期
の
経
典
が
出
土
し
た
（
（（
（

。
と
り
わ

け
重
要
な
の
は
、
北
涼
の
流
亡
政
権
で
あ
る
涼
王
沮
渠
安
周
の
供
養
経
が
出
土
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
ト
ユ
ク
石
窟
が
北
涼
政
権
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は

明
か
で
あ
る
（
（（
（

。
今
回
出
土
し
た
早
期
の
写
経
断
片
の
主
な
も
の
に
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
法
華

経
』、『
思
益
梵
天
諸
問
経
』
が
あ
り
、
文
字
は
古
拙
な
隷
書
体
を
示
す
こ
と
か
ら
、
五
世

紀
初
に
鳩
摩
羅
什
が
長
安
に
お
い
て
諸
経
典
を
訳
出
し
て
か
ら
久
し
か
ら
ず
し
て
こ
れ
ら

が
高
昌
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
高
昌
と
中
原
仏
教
の
密
接
な
関
係
が

充
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ト
ユ
ク
石
窟
に
于
闐
・
河
西
回
廊
・
亀
茲
石
窟
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
帯
び
た
諸
相
が
み

と
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
高
昌
が
西
域
と
中
原
の
仏
教
文
化
・
芸
術
が
交
わ
る
地
で
あ
り
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
早
期
石
窟
寺
院
芸
術
が
伝
播
す
る
道
筋
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註（
1
） 　

東
岸
・
西
岸
各
区
の
発
掘
簡
報
は
、
い
ず
れ
も
既
に
発
表
し
た
。
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室
、
吐
魯
番
研
究
院
、
亀
茲
研
究
院
「
新
疆

鄯
善
県
吐
峪
溝
東
区
北
側
石
窟
発
掘
簡
報
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
、
七
～
一
六
頁
）。

	

同
「
新
疆
鄯
善
県
吐
峪
溝
西
区
北
側
石
窟
発
掘
簡
報
」（『
考
古
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
一
七
～
二

二
頁
）。

（
2
）　D

em
etrius K

lem
entz, Turfan und seine Altertum

er in N
achrichten uber die von der Kaiserlichen 

Akadem
ie der W

issenschaften zu St. Petersburg in Jahre 1898 ausgerustete Expedition nach Trufan, 

St. Petersburg, 1899, pp. 1-54.

（
3
）　

グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
（Albert G

rünw
edel

）
率
い
る
第
三
次
ド
イ
ツ
探
検
隊
は
、
一
九
〇
六

年
一
二
月
三
一
日
か
ら
一
九
〇
七
年
一
月
十
一
日
ま
で
、
吐
峪
溝
に
お
い
て
十
二
日
間
の
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の
記
録
に
よ
る
と
、
当
時
ク
レ
メ
ン
ツ
編
号
第
六
窟
は
ま
だ
崩
落
し
て
い
な
か
っ
た

ら
し
い
。

	
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
著
、
趙
崇
民
・
巫
新
華
訳
『
新
疆
古
仏
寺
�
一
九
〇
五
～
一
九
〇
七
年

考
察
成
果
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
五
八
一
～
六
一
〇
頁
。
原
著G

rünw
edel, 

Albert., Altbuddhistische Kultstätten in C
hinesisch-Turkistan, Bericht über Archäologische Arbeiten 

von1906 bis 1907, bei Kuča, Q
arašahr und in der O

ase Turfan, Berlin, 1912, pp. 317-332.

412.indb   433 14/03/11   14:06



美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

二　

号

434

二
六

（
4
）　

一
九
一
四
年
十
一
月
、
ス
タ
イ
ン
（M

arc A
urel Stein

）
は
ト
ユ
ク
に
到
っ
て
盗
掘
を
行
っ

た
が
、
同
窟
の
状
況
に
関
し
て
は
記
録
し
て
い
な
い
。
ス
タ
イ
ン
が
発
表
し
て
い
る
東
岸
区
の
不

鮮
明
な
写
真
を
見
る
と
、
石
窟
上
部
の
仏
塔
は
既
に
見
え
な
い
が
、
中
心
柱
を
め
ぐ
る
甬
道
は
ほ

と
ん
ど
崩
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

	

ス
タ
イ
ン
著
・
巫
新
華
等
訳
『
亜
州
腹
地
考
古
図
記
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、

第
二
巻
、
図
三
一
〇
）。
原
著Stein, M

arc Aurel., Innerm
ost Asia: D

etailed Report of Explorations 

in C
entral Asia, Kan-su and Eastern Iran, O

xford, 1928, vol. 2, (photo) 310.

（
5
）　

賈
応
逸
「
吐
峪
溝
石
窟
探
微
」（
新
疆
芸
術
編
集
部
編
『
絲
綢
之
路
造
型
芸
術
』、
新
疆
人
民
出

版
社
、
一
九
八
五
年
、
二
七
四
～
二
八
九
頁
。

	

同
「
吐
峪
溝
石
窟
第
四
四
窟
與
敦
煌
北
涼
洞
窟
比
較
研
究
」（
敦
煌
研
究
院
編
『
敦
煌
石
窟
研
究

国
際
討
論
会
文
集
・
石
窟
考
古
編
』、
遼
寧
美
術
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
八
四
～
一
九
七
頁
）。

（
6
）　

柳
洪
亮
「
高
昌
石
窟
概
述
」（
中
国
壁
画
全
集
編
集
委
員
会
編
『
中
国
新
疆
壁
画
全
集
６ 

吐
峪

溝
・
柏
孜
克
里
克
』
遼
寧
美
術
出
版
社
・
新
疆
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
～
二
二
頁
）。

	

同「
吐
峪
溝
千
仏
洞
四
四
窟
因
縁
故
事
画
小
考
�
兼
論
四
四
窟
的
年
代
」（
田
衛
疆
、趙
文
泉
編『
鄯

善
歴
史
文
化
論
集
』
新
疆
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
〇
〇
～
三
〇
八
頁
）。

	

同
「
由
吐
峪
溝
第
四
四
窟
佐
証
莫
高
窟
早
期
三
窟
的
年
代
」（
敦
煌
研
究
院
編
『
一
九
九
〇
年
敦

煌
学
国
際
研
討
会
文
集
・
石
窟
考
古
編
』
遼
寧
美
術
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
五
六
～
六
二
頁
）。

（
7
）　

敦
煌
研
究
院
の
見
解
に
よ
る
と
、
敦
煌
で
最
も
早
い
石
窟
は
第
二
六
八
、
二
七
二
、
二
七
五
窟

で
あ
り
、
北
涼
時
代
の
開
鑿
で
あ
る
。

	

樊
錦
詩
・
馬
世
長
・
関
友
恵「
敦
煌
莫
高
窟
北
朝
洞
窟
的
分
期
」（
敦
煌
文
物
研
究
所
編『
中
国
石
窟
・

敦
煌
莫
高
窟 

一
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
一
八
五
～
一
九
七
頁
）。

	

　

宿
白
氏
は
「
莫
高
窟
現
存
早
期
洞
窟
年
代
問
題
」
と
題
す
る
論
考
の
中
で
、
敦
煌
早
期
石
窟
の

開
鑿
年
代
は
北
魏
太
和
八
～
一
八
年
（
四
八
四
～
四
九
四
）
の
間
で
あ
り
、
し
か
も
首
都
平
城
の

雲
崗
石
窟
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
石
窟
を
北
魏
時
代
の

開
鑿
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
宿
白
『
中
国
石
窟
寺
研
究
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
二
七
〇

～
二
七
八
頁
）。　

（
8
）　

釈
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』（
中
華
書
局
、蘇
晋
仁
・
蕭
錬
子
点
校
本
刊
印
、一
九
九
五
年
、五
九
頁
、

『
大
正
蔵
』
五
五
�
一
二
頁
c
）。

（
9
）　
「
蓮
華
夫
人
縁
」、「
婆
羅
門
婦
欲
害
姑
縁
」
は
そ
れ
ぞ
れ
下
記
に
見
え
る
。

	

吉
迦
夜
・
曇
曜
訳
『
雑
宝
蔵
経
』
巻
一
（『
大
正
蔵
』
四
�
四
五
一
頁
c
～
四
五
二
頁
b
）。
同
経

巻
十
（『
同
』
四
�
四
九
八
頁
b
〜
c
）。

（
10
）　
『
出
三
蔵
記
集
』（
前
掲
註
8
）
六
二
～
六
三
頁
、『
大
正
蔵
』
五
五
�
一
三
頁
b
。

（
11
）　

ス
タ
イ
ン
著
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
訳
『
西
域
考
古
図
記
』
第
三
巻
（
広
西
師
範
大

学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
附
図
二
六
頁
、
楼
蘭
L
A
遺
址
と
L
B
遺
址
の
間
の
建
築
群
の
仏

塔
平
面
図
と
見
取
図
）。
原
著Serindia: D

etailed Report of Explorations in C
entral Asia and W

est-

ernm
ost C

hina, O
xford, 1921, vol.3, Fig. 26, sketch plan and section of ruined stupa betw

een 

groups L. A. and L. B. ‘Lou-Lan’ site.

（
12
）　

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
河
西
石
窟
』（
文
物
出
版
社
、一
九
八
七
年
、一
一
頁
、図
一
一
、

文
殊
山
千
仏
洞
平
面
・
立
断
面
図
、
同
書
一
二
頁
、
図
一
二
、
文
殊
山
万
仏
洞
平
面
・
立
断
面
図
）。

馬
蹄
寺
第
一
窟
は
筆
者
の
調
査
資
料
に
基
づ
く
。

（
13
）　

雲
崗
石
窟
文
物
保
管
所
編
『
中
国
石
窟 

雲
崗
石
窟
二
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
図
一

六
一
）。

（
14
）　

ス
タ
イ
ン
著
、
巫
新
華
等
訳
『
古
代
和
田
�
中
国
新
疆
考
古
発
掘
的
詳
細
報
告
』（
山
東
人
民

出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。
原
著Stein, M

arc Aurel., Ancient K
hotan, D

etailed Report of Archaeo-

logical Explorations in C
hinese Turkestan, O

xford, 1907.

）
五
四
三
頁
、
図
六
六
「
南
側
外
壁
の

巨
大
な
塑
像
の
図
」
を
参
照
。
ラ
ワ
ク
仏
教
寺
院
址
の
年
代
に
つ
い
て
、
ス
タ
イ
ン
は
遺
跡
中
か

ら
出
土
し
た
百
枚
以
上
の
「
五
銖
」
銭
と
塑
像
の
様
式
に
基
づ
き
、
三
～
七
世
紀
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ン
の
見
解
は
、
草
創
年
代
と
存
続
年
代
を
含
め
た
お
お
よ
そ
の
期
間
と
解
さ

れ
る
。
実
際
は
、
ラ
ワ
ク
寺
院
址
の
存
続
年
代
は
非
常
に
長
く
、
後
代
の
重
修
・
塑
像
の
補
填
が

か
な
り
多
い
。
塑
像
の
中
に
は
唐
代
の
様
式
の
仏
頭
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も

唐
代
ま
で
存
続
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
15
）　

塔
・
殿
の
配
置
に
関
す
る
比
較
的
早
期
の
実
例
に
、
後
趙
時
代
の
鄴
城
仏
教
寺
院
址
が
あ
る
。

釈
慧
皎
「
仏
図
澄
伝
」（
湯
用
彤
校
注
本
刊
印
『
高
僧
伝
』
巻
九
、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
、

三
五
二
～
三
五
四
頁
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
西
域
の
高
僧
、
仏
図
澄
（
本
姓
帛
、
亀
茲
の
人
か
）

は
道
術
を
以
て
後
趙
の
石
勒
・
石
虎
父
子
を
教
化
し
、
後
趙
で
は
「
民
多
奉
仏
、
皆
営
造
寺
廟
、

相
競
出
家
」
と
い
う
。
建
武
一
四
年
（
三
四
八
）
七
月
、
石
虎
の
二
子
「
石
宣
、
石
韜
将
図
相
殺
。

宣
時
到
寺
、
與
澄
同
坐
、
浮
図
一
鈴
独
鳴
（
中
略
）
至
八
月
、
澄
使
弟
子
十
人
齋
於
別
室
、
澄
時

暫
入
東
閤
。
虎
與
後
杜
氏
問
訊
澄
、
澄
曰
、
脇
下
有
賊
、
不
出
十
日
。
自
仏
図
以
西
、
此
殿
以
東
、

当
有
流
血
、
慎
勿
東
行
也
（
中
略
）
後
二
日
、
宜
果
遣
人
害
韜
於
仏
寺
中
」。

（
16
）　

註
3
の
前
掲
書
六
〇
三
頁
（
原
著
三
二
七
頁
）、
図
六
五
八
a
、
苦
修
者
洞
を
参
考
の
こ
と
。

当
窟
の
窟
頂
に
は
相
当
大
き
な
亀
裂
が
走
っ
て
お
り
、
随
時
崩
落
の
危
険
が
あ
る
。
現
在
、
支
柱

を
多
く
用
い
て
支
え
て
い
る
。
窟
内
に
は
多
量
の
土
砂
が
堆
積
し
て
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
り
、
窟

内
に
中
心
塔
柱
が
存
在
す
る
か
は
現
時
点
で
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

（
17
）　

宮
治
昭
氏
は
、
ト
ユ
ク
石
窟
第
一
、
二
〇
、
四
二
窟
等
の
禅
観
窟
の
壁
画
年
代
は
、
高
昌
国
時

代
後
半
期
の
六
世
紀
中
葉
か
ら
七
世
紀
中
葉
頃
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
。
宮
治
昭
著
・

賀
小
萍
訳
『
吐
峪
溝
石
窟
壁
画
與
禅
観
』（
上
海
・
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
八
頁
）
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ト
ル
フ
ァ
ン
・
ト
ユ
ク
石
窟
の
考
古
学
的
新
発
見

435

二
七

を
参
照
。
も
っ
と
も
宮
治
氏
の
見
解
は
漠
然
と
し
て
お
り
、
具
体
的
に
第
四
二
窟
の
年
代
を
見
る

な
ら
ば
氏
の
見
解
よ
り
幾
ら
か
遡
る
に
相
違
な
い
が
、
果
た
し
て
五
世
紀
ま
で
遡
る
か
に
つ
い
て

は
な
お
詳
細
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

（
18
）　

賈
応
逸
氏
は
こ
の
中
央
の
土
台
に
つ
い
て
「
お
そ
ら
く
基
座
の
跡
と
思
わ
れ
、
地
面
に
立
仏
の

両
足
の
痕
跡
が
み
と
め
ら
れ
る
」
と
い
う
（
註
5
の
前
掲
「
吐
峪
溝
石
窟
第
四
四
窟
與
敦
煌
北
涼

洞
窟
比
較
研
究
」
一
八
五
頁
）。
同
窟
に
関
し
て
は
我
々
も
整
理
を
行
っ
た
が
、
仏
足
の
痕
跡
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
19
）　

仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
九
「
観
像
品
」（『
大
正
蔵
』
一
五
�
六
九
〇
頁
b
）。

（
20
）　

鳩
摩
羅
什
訳
『
思
惟
略
要
法
』
中
「
観
仏
三
昧
法
」（『
大
正
蔵
』
一
五
�
二
九
九
頁
a
）。

（
21
）　

仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
十
「
念
十
方
仏
品
」（『
大
正
蔵
』
一
五
�
六
九
四
頁
b
）。

（
22
）　

羽
渓
了
諦
著
、
賀
昌
群
訳
「
高
昌
之
仏
教
」（『
西
域
之
仏
教
』
商
務
印
書
館
、
一
九
九
九
年
、

二
〇
六
～
二
〇
九
頁
、
原
著
『
西
域
之
仏
教
』
法
林
館
、
一
九
一
四
年
、
四
〇
二
〜
四
二
二
頁
）。

（
23
）　

K
二
七
窟
（
旧
第
三
八
窟
）
の
状
況
は
複
雑
で
あ
り
、
開
鑿
年
代
は
あ
る
程
度
早
い
も
の
の
、

壁
画
は
早
い
も
の
と
下
る
も
の
が
あ
り
、
う
ち
早
い
壁
画
は
麴
氏
高
昌
国
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
詳
細
に
述
べ
な
い
。

（
24
）　

曇
無
懺
訳
『
金
光
明
経
』
巻
一
「
序
品
」（『
大
正
蔵
』
一
六
�
三
三
五
頁
b
）。

（
25
）　

曇
無
懺
訳
『
金
光
明
経
』
巻
一
「
寿
量
品
」（『
大
正
蔵
』
一
六
�
三
三
六
頁
a
）。

（
26
）　

仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
九
「
本
行
品
」（『
大
正
蔵
』
一
五
�
六
八
八
頁
c
〜
六

八
九
頁
a
）。「（
前
略
）
当
文
殊
上
即
変
化
成
四
柱
宝
台
、
於
其
台
内
有
四
世
尊
、
放
身
光
明
儼

然
而
坐
、東
方
阿
閦
、南
方
宝
相
、西
方
無
量
寿
、北
方
微
妙
聲
、時
四
世
尊
以
金
蓮
花
散
釈
迦
仏
、

未
至
仏
上
化
華
帳
（
中
略
）
宝
帳
成
已
、
四
仏
世
尊
従
空
而
下
、
坐
釈
迦
仏
床
讃
言
、
善
哉
善
哉
、

釈
迦
牟
尼
、
乃
能
為
於
未
来
之
世
濁
悪
衆
生
、
説
三
世
仏
白
毫
相
、
令
諸
衆
生
得
滅
罪
咎
、
所
以

者
何
、
我
念
昔
曾
空
王
仏
所
出
家
学
道
、
時
四
比
丘
共
為
同
学
、
習
学
三
世
諸
仏
正
法
、
煩
悩
覆

心
、
不
能
堅
持
仏
法
、
宝
蔵
多
不
善
業
当
堕
悪
道
、
空
中
聲
言
、
汝
四
比
丘
、
空
王
如
来
雖
復
涅

槃
、
汝
之
所
犯
謂
無
救
者
、
汝
等
今
当
入
塔
観
仏
、
與
仏
在
世
等
無
有
異
。
我
従
空
聲
入
塔
観
像

眉
間
白
毫
相
、
即
作
是
念
（
中
略
）
生
生
常
見
十
方
諸
仏
、
於
諸
仏
所
受
持
甚
深
念
仏
三
昧
、
得

三
昧
已
、
諸
仏
現
前
授
我
記
別
。
東
方
有
国
、
国
名
妙
喜
、
彼
土
有
仏
、
号
曰
阿
閦
、
即
第
一
比

丘
是
、
南
方
有
国
、
国
名
曰
歓
喜
、
仏
号
宝
相
、
即
第
二
比
丘
是
。
西
方
有
国
、
国
名
極
楽
。
仏

号
無
量
寿
、
第
三
比
丘
是
、
北
方
有
国
、
国
名
蓮
花
荘
厳
、
仏
号
微
妙
聲
、
第
四
比
丘
是
」

（
27
）　

仏
陀
跋
陀
羅
訳『
観
仏
三
昧
海
経
』巻
十「
念
七
仏
品
」（『
大
正
蔵
』一
五
�
六
九
三
頁
a
〜
c
）。

（
28
）　

鳩
摩
羅
什
訳
『
禅
秘
要
法
経
』
巻
中
も
ま
た
次
の
よ
う
に
説
く
。「
見
釈
迦
牟
尼
仏
影
已
、
復

得
見
過
去
六
仏
影
、
是
時
諸
仏
影
、
如
頗
梨
鏡
、
明
顕
可
観
、
各
伸
右
手
、
摩
行
者
頂
。
諸
仏
如

来
、
自
説
名
字
。
第
一
仏
言
、
我
是
毘
婆
尸
、
第
二
仏
言
、
我
是
尸
棄
、
第
三
仏
言
、
我
是
毘
舎
、

第
四
仏
言
、
我
是
拘
楼
孫
、
第
五
仏
言
、
我
是
迦
那
含
牟
尼
、
第
六
仏
言
、
我
是
迦
葉
毘
、
第
七

仏
言
、
我
是
釈
迦
牟
尼
仏
、
是
汝
和
上
、
汝
観
空
法
、
我
来
為
汝
作
証
。
六
仏
世
尊
、
現
前
証
知

見
」（『
大
正
蔵
』
一
五
�
二
五
四
頁
a
）。

（
29
）　
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
十
「
念
七
仏
品
」
に
お
い
て
、
毘
婆
尸
仏
は
次
の
よ
う
に
説
く
。「
若
有

衆
生
聞
我
名
者
礼
拝
我
者
、
除
却
五
百
億
劫
生
死
之
罪
、
汝
今
見
我
消
除
諸
障
、
得
無
量
億
旋
陀

羅
尼
、
於
未
来
世
当
得
作
仏
」（『
大
正
蔵
』
一
五
�
六
九
三
頁
b
）。

（
30
）　

殷
光
明
『
北
涼
石
塔
研
究
』（
覚
風
仏
教
芸
術
文
化
基
金
会
、
二
〇
〇
〇
年
）。
ト
ル
フ
ァ
ン
で

出
土
し
た
北
涼
石
塔
に
は
、
宋
慶
塔
と
も
う
一
基
の
小
仏
塔
が
あ
る
。
小
仏
塔
の
こ
と
は
、
曇
無

懺
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
十
一
「
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」
の
な
か
の
偈
に
見
え
る
（『
大

正
蔵
』
一
二
�
四
九
一
頁
b
）。
ま
た
、
以
下
も
参
照
。
張
宝
璽
『
北
涼
石
塔
芸
術
』（
上
海
辞
書

出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
31
）　
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
七
「
観
四
威
儀
品
」
は
次
の
如
く
述
べ
る
。「
爾
時
龍
王
長
跪
合
掌
、
勧

請
世
尊
、
唯
願
如
来
常
住
此
間
、
仏
若
不
在
、
我
発
悪
心
無
由
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
唯

願
如
来
留
神
垂
念
常
在
於
此
、
殷
懃
三
請
如
是
不
止
（
中
略
）
爾
時
如
来
即
便
微
笑
、
口
出
無
量

百
千
光
明
、
一
一
光
中
無
量
化
仏
、
一
一
化
仏
万
億
菩
薩
以
為
侍
従
、
時
彼
龍
王
於
其
池
中
、
出

七
宝
台
奉
上
如
来
、
唯
願
天
尊
受
我
此
台
。
爾
時
世
尊
告
龍
王
曰
、
不
須
此
台
、
汝
今
但
以
羅
刹

石
窟
持
以
施
我
（
中
略
）
仏
告
阿
難
、
汝
教
龍
王
浄
掃
石
窟
、
諸
天
聞
已
、
各
脱
宝
衣
競
以
払
窟
、

爾
時
如
来
還
摂
身
光
、
巻
諸
化
仏
来
入
仏
頂
、
爾
時
如
来
、
勅
諸
比
丘
皆
在
窟
外
（
中
略
）
龍
王

歓
喜
発
大
誓
願
、
願
我
来
世
得
仏
如
此
、
仏
受
王
請
経
七
日
已
、
王
遣
一
人
乗
八
千
里
象
、
持
諸

供
具
遍
一
切
国
供
養
衆
僧
、
到
處
皆
見
釈
迦
文
仏
」（『
大
正
蔵
』
一
五
―
六
八
〇
頁
c
～
六
八
一

頁
a
）。

（
32
）　

釈
慧
皎
「
畺
良
耶
舎
伝
」
は
次
の
如
く
述
べ
る
。「
西
域
人
、性
剛
直
、寡
嗜
欲
、善
誦
阿
毘
曇
、

博
渉
律
部
、
其
余
諸
経
、
多
所
該
綜
、
雖
三
蔵
兼
明
、
而
以
禅
門
専
業
、
毎
一
遊
観
、
或
七
日
不

起
、
常
以
三
昧
正
受
、
伝
化
諸
国
、
以
元
嘉
之
初
、
遠
冒
沙
河
、
萃
於
京
邑
、
太
祖
文
皇
深
加
歎

異
、
初
止
鐘
山
道
林
精
舍
。
沙
門
宝
志
崇
其
禅
法
、
沙
門
僧
含
請
訳
薬
王
薬
上
観
、
及
、
無
量
寿

観
、
含
即
筆
受
、
以
此
二
経
是
転
障
之
秘
術
、
浄
土
之
洪
因
、
故
沈
吟
嗟
味
、
流
通
宋
国
」（『
高

僧
伝
』
巻
三
、
湯
用
彤
校
注
本
刊
印
、
中
華
書
局
、
湯
用
彤
校
注
本
刊
印
、
一
九
九
二
年
、
一
二

八
頁
、『
大
正
蔵
』
五
〇
�
三
四
三
頁
c
）。

（
33
）　

畺
良
耶
舎
訳
『
仏
説
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』（『
大
正
蔵
』
二
〇
�
六
六
三
頁
c
〜
六
六
四
頁

a
）。

（
34
）
北
魏
石
窟
に
お
い
て
も
五
十
三
仏
の
主
題
が
見
ら
れ
る
が
、
全
て
千
仏
形
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
龍
門
古
陽
洞
西
壁
W
三
一
龕
（
黄
元
徳
造
像
弥
勒
龕
）
は
弥
勒
菩
薩
龕
で
、
龕

上
と
左
右
に
五
十
三
仏
を
彫
刻
す
る
。
発
願
文
は
次
の
通
り
。「
大
代
永
平
四
年
二
月
十
日
清
信
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436

二
八

士
五
品
使
□
黄
元
徳
弟
王
奴
等
敬
造
弥
勒
像
一
区
並
五
十
三
仏
」
劉
景
龍
・
楊
超
傑
『
龍
門
石
窟

内
容
総
録
』
第
九
巻
（
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
五
頁
、
図
二
四
四
）。
山
西
省
高

平
羊
頭
山
石
窟
の
北
魏
晩
期
の
開
鑿
で
あ
る
第
八
窟
西
壁
に
「
五
十
三
仏
主
李
欣
、
妻
張
福
女
」

と
題
記
が
刻
さ
れ
、
傍
ら
に
千
仏
を
つ
く
る
。
以
上
は
筆
者
の
調
査
に
基
づ
く
。

（
35
）　

正
壁
の
千
仏
に
は
全
て
榜
題
が
附
さ
れ
て
お
り
、
上
か
ら
七
段
目
に
連
続
し
て
並
ぶ
四
体
の
千

仏
に
つ
い
て
は
「
満
月
仏
」、「
月
光
仏
」、「
無
量
力
仏
」、「
大
力
王
仏
」
の
字
が
残
る
が
（
註
12

の
前
掲
書
、
図
一
二
七
）、
こ
れ
ら
の
仏
名
は
現
存
す
る
仏
名
経
に
一
緒
に
は
見
え
な
い
。
無
量

力
仏
は
『
仏
説
仏
名
経
』
に
十
方
仏
の
う
ち
の
西
方
仏
と
し
て
見
え
、
大
力
王
仏
に
つ
い
て
は
記

載
が
見
出
せ
な
い
。
よ
っ
て
、
同
窟
の
千
仏
は
別
本
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
36
）　

南
北
壁
の
説
法
図
に
つ
い
て
は
註
6
の
前
掲
書（『
中
国
壁
画
全
集
』六
）図
一
八
・
二
〇
を
参
照
。

賀
世
哲
氏
は
東
・
南
・
北
壁
の
「
仏
は
皆
、
菩
提
樹
下
に
交
脚
し
て
坐
す
」
と
い
う
。
賀
世
哲
『
敦

煌
図
像
研
究
―
十
六
国
北
朝
巻
』
甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
六
頁
。

（
37
）　

西
安
碑
林
博
物
館
編
『
西
安
碑
林
仏
教
造
像
芸
術
』
陝
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、

四
六
・
四
七
頁
図
版
「
皇
興
五
年
（
四
七
一
）
造
像
」、
五
一
頁
図
版
「
劉
保
生
夫
婦
造
弥
勒
像
」、

四
九
頁
図
版
「
北
魏
景
明
三
年
（
五
〇
二
）
劉
保
生
造
無
量
寿
仏
造
像
」
は
仏
像
の
形
状
が
劉
保

生
夫
婦
造
の
弥
勒
像
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
件
の
像
主
の
劉
保
生
は
同
一
人
物
と

見
ら
れ
、
造
像
年
代
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
で
あ
ろ
う
。

（
38
）　

李
玉
珉
「
金
塔
寺
石
窟
考
」『
故
宮
学
術
季
刊
』
二
二
�
二
、
二
〇
〇
四
年
、
三
三
�
六
六
頁
。

（
39
）　

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
敦
煌
莫
高
窟
一
』
文
物
出
版
社
、一
九
八
二
年
、図
六
「
第

二
六
八
窟
西
壁
」、
図
二
八
「
第
二
五
四
窟
中
心
柱
正
壁
。

（
40
）　

水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
『
雲
崗
石
窟
―
西
暦
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
北
部
仏
教
窟
院
の
考
古
学

的
調
査
報
告
』
第
六
巻
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
五
一
年
）、
図
六
「
第
九
窟
前
室

東
壁
線
図
」、
図
七
「
第
九
窟
前
室
西
壁
線
図
」、『
同
』
第
七
巻
（
同
、
一
九
五
二
年
）
図
五
「
第

一
〇
窟
前
室
東
西
壁
線
図
、
図
六
「
第
一
〇
窟
前
室
東
西
壁
線
図
」。

（
41
）　

第
九
、
一
〇
窟
の
窟
内
主
尊
の
造
像
に
つ
い
て
、
第
一
〇
窟
の
造
像
は
損
壊
が
甚
だ
し
い
が
、

残
存
す
る
痕
跡
か
ら
判
断
し
て
交
脚
弥
勒
菩
薩
と
見
ら
れ
、
左
側
は
菩
薩
半
跏
像
、
右
側
は
菩
薩

倚
坐
像
で
後
代
に
重
彩
さ
れ
る
。
第
九
窟
正
壁
は
風
化
が
甚
だ
し
い
が
仏
倚
坐
像
で
あ
り
、
両
側

の
脇
侍
は
菩
薩
立
像
二
体
で
あ
る
。
一
般
に
、
両
窟
の
本
尊
は
そ
れ
ぞ
れ
釈
迦
と
弥
勒
菩
薩
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
李
静
傑
氏
は
こ
れ
を
弥
勒
仏
と
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
。
李
静
傑
「
関
於
雲

崗
第
九
第
十
窟
的
図
像
構
成
」（『
芸
術
史
研
究
』
一
〇
、
二
〇
〇
八
年
、
三
二
七
～
三
五
九
頁
）。

筆
者
は
こ
の
観
点
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
双
窟
が
組
み
合
せ
ら
れ
る
関
係
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
上
生
と
下
生
の
弥
勒
を
組
み
合
わ
せ
た
形
式
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
42
）　

例
え
ば
、
後
秦
の
鳩
摩
羅
什
訳
『
仏
説
弥
勒
下
生
成
仏
経
』
は
次
の
如
く
述
べ
る
。「
爾
時
弥

勒
仏
於
花
林
園
、
其
園
縦
広
一
百
由
旬
、
大
衆
満
中
、
初
会
説
法
、
九
十
六
億
人
得
阿
羅
漢
。
第

二
大
会
説
法
、
九
十
四
億
人
得
阿
羅
漢
、
第
三
大
会
説
法
、
九
十
二
億
人
得
阿
羅
漢
、
弥
勒
仏
既

転
法
輪
度
天
人
已
、
将
諸
弟
子
入
城
乞
食
、
無
量
浄
居
天
衆
恭
敬
」（『
大
正
蔵
』
一
四
―
四
二
五

頁
a
〜
b
）。

（
43
）　

註
3
の
前
掲
書
六
〇
三
頁
（
原
著
三
二
九
頁
）。

（
44
）　
『
中
国
壁
画
全
集
』
六
』（
註
6
の
前
掲
書
）
図
一
の
捨
身
飼
虎
図
を
参
照
。
薩
埵
太
子
の
捨
身

飼
虎
説
話
は
、
下
記
に
見
え
る
。

北
魏
・
涼
州
沙
門
慧
覚
等
訳
『
賢
愚
経
』
巻
一
「
摩
訶
薩
埵
以
身
施
虎
品
」（『
大
正
蔵
』
四
―
三

五
二
頁
ｂ
〜
三
五
三
頁
b
）。

北
涼
・
曇
無
懺『
金
光
明
経
』巻
四「
捨
身
品
」（『
大
正
蔵
』一
六
―
三
五
三
頁
c
～
三
五
六
頁
c
）。

（
45
）　
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
二
「
観
相
品
」（『
大
正
蔵
』
一
五
―
六
五
六
頁
a
〜
b
）。

（
46
）　
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
二
「
観
相
品
」（『
大
正
蔵
』
一
五
―
六
五
八
頁
b
）。
畺
良
耶
舎
訳
『
三

劫
三
千
仏
縁
起
』
は
「
其
中
千
人
者
、
拘
留
孫
仏
為
首
下
至
楼
至
仏
，
於
賢
劫
中
次
第
成
仏
」
と

い
い
、
楼
至
仏
は
賢
劫
千
仏
の
最
後
の
一
尊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（『
大
正
蔵
』
一
四
―
三
六

四
頁
c
）。

（
47
）　

中
書
郎
夏
侯
粲
作
の
「
沮
渠
安
周
造
寺
功
徳
碑
」
に
は
「
以
隆
法
施
之
弘
弥
勒
菩
薩
」、「
雖
曰

法
王
、
亦
頼
輔
仁
、
於
鑠
弥
勒
、
妙
識
淵
鏡
」「
藹
藹
龍
華
、
寝
巾
俟
聘
、
名
以
表
宝
、
像
亦
載
形
」、

「
望
標
理
翰
、
普
式
兜
率
、
経
始
法
館
、
興
国
民
願
」
と
あ
り
、
北
涼
王
沮
渠
安
周
が
弥
勒
上
生
・

下
生
信
仰
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
賈
応
逸
「
沮
渠
安
周
造
寺
功
徳
與
北
涼
高
昌

仏
教
」（『
新
疆
仏
教
壁
画
的
歴
史
学
研
究
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
三
三
四
～

三
四
三
頁
）。

（
48
）　

釈
僧
祐『
出
三
蔵
記
集
』巻
二
に
次
の
記
載
が
あ
る
。「
前
二
観（『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』、

『
観
世
音
観
経
』）
先
在
高
昌
郡
久
已
訳
出
、
於
彼
齎
来
京
都
」（
六
一
頁
、『
大
正
蔵
』
五
五
―
六

一
三
頁
a
）。
沮
渠
京
声
は
常
に
曇
無
懺
に
従
っ
て
訳
経
に
従
事
し
て
お
り
、
北
魏
が
北
涼
を
滅

し
た
後
、
南
朝
の
宋
に
逃
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
経
の
翻
訳
は
、
四
三
九
年
以
前
と
考
え

ら
れ
る
。

（
49
）　

釈
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二
、
五
〇
頁
。

（
50
）　

宿
白
「
新
疆
拝
城
克
孜
爾
石
窟
部
分
同
窟
的
分
期
與
年
代
」『
中
国
石
窟
寺
研
究
』、
文
物
出
版

社
、
一
九
九
六
年
、
三
七
～
三
八
頁
。

（
51
）
馬
蹄
寺
石
窟
第
一
窟
と
第
二
窟
は
隣
合
う
中
心
柱
窟
で
あ
る
。
第
一
窟
の
前
部
は
人
字
披
天
井

で
、
中
心
柱
の
正
壁
に
大
型
の
立
仏
像
を
彫
出
す
る
。
中
心
柱
の
余
の
三
面
は
龕
を
開
か
ず
壁
画

を
描
く
。
同
窟
の
造
像
は
後
代
に
重
彩
さ
れ
る
。
石
窟
形
式
は
K
一
八
窟
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

（
52
）　

天
梯
山
石
窟
第
一
五
、
一
六
窟
は
損
壊
が
甚
だ
し
い
が
、
そ
の
形
状
は
方
形
窟
で
あ
っ
た
と
見
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的
新
発
見

437

二
九

ら
れ
、
後
壁
に
大
仏
の
痕
跡
が
残
る
。
大
仏
を
塑
造
す
る
こ
と
か
ら
、
大
仏
窟
に
分
類
さ
れ
る
。

敦
煌
研
究
院
、
甘
粛
省
博
物
館
編
『
武
威
天
梯
山
石
窟
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
図
四
八

「
第
一
五
窟
平
面
図
及
立
面
図
」、
図
四
九
「
第
一
六
窟
平
面
及
立
面
図
」。

（
53
）　

雲
崗
第
九
窟
・
第
一
〇
窟
・
第
五
窟
の
主
室
正
壁
は
い
ず
れ
も
大
型
の
仏
像
を
彫
出
し
、
こ
れ

を
め
ぐ
る
甬
道
式
の
礼
拝
道
が
あ
り
、
亀
茲
石
窟
大
像
窟
の
甬
道
と
類
似
す
る
。

（
54
）　

新
疆
維
吾
爾
自
治
区
文
物
管
理
委
員
会
・
拝
城
県
克
孜
爾
千
仏
洞
文
物
保
管
所
・
北
京
大
学
考

古
学
系
編
『
中
国
石
窟
・
克
孜
爾
石
窟
』
一
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
二
五
一
頁
「
第
三

十
八
窟
実
測
図
」、
二
五
二
頁
「
第
四
十
八
窟
実
測
図
」。

（
55
）　

註
12
の
前
掲
書
、
一
一
頁
、
図
一
一
「
文
殊
山
千
仏
洞
平
面
・
立
断
面
図
」、
図
一
二
「
文
殊

山
万
仏
洞
平
面
・
立
断
面
図
」。
馬
蹄
寺
第
一
窟
は
筆
者
の
調
査
資
料
に
基
づ
く
。

（
56
）　

寧
夏
回
族
自
治
区
文
物
管
理
委
員
会
・
北
京
大
学
考
古
系
編
『
須
弥
山
石
窟
内
容
総
録
』
文
物

出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
図
一
五
「
第
一
七
窟
」、
図
一
八
「
第
一
九
窟
」。

（
57
）　

註
52
の
前
掲
書
、
図
三
二
「
第
一
窟
平
面
及
中
心
柱
窟
立
面
図
」、
図
三
七
「
第
一
窟
平
面
及

中
心
柱
四
面
立
面
図
。

（
58
）　

註
12
の
前
掲
書
、
四
頁
、
図
三
「
金
塔
寺
東
窟
平
面
・
立
断
面
図
」。

（
59
）　

敦
煌
研
究
院
編
『
莫
高
窟
第
二
六
六
～
二
七
五
窟
考
古
報
告
』
第
二
冊
（
文
物
出
版
社
、
二
〇

一
一
年
）
図
一
五
「
第
二
六
八
窟
平
面
図
。
同
書
の
編
者
は
第
二
六
八
窟
に
つ
い
て
「
壁
画
の
最

下
層
は
草
泥
の
上
に
白
粉
を
塗
っ
て
お
り
、
壁
画
は
描
か
れ
な
い
。
こ
れ
は
窟
内
で
最
も
早
い
段

階
を
示
す
部
分
で
あ
る
。
こ
の
上
か
ら
約
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
草
泥
を
塗
り
、壁
画（
第

一
層
壁
画
）
を
描
く
（『
同
』
第
一
冊
、
九
五
頁
）。

（
60
）　

禅
窟
は
文
殊
山
の
後
山
区
に
あ
り
、
主
室
は
長
方
形
プ
ラ
ン
、
縦
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
で
あ
る
。

窟
室
正
壁
と
左
右
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
二
個
の
小
禅
室
を
開
く
。

（
61
）　

甘
粛
省
文
物
考
古
隊
・
炳
霊
寺
文
物
保
管
所
編
『
中
国
石
窟
炳
霊
寺
石
窟
』
文
物
出
版
社
、

一
九
八
九
年
、
図
二
〇
「
西
秦
建
弘
元
年
（
四
二
〇
）
龕
。
図
一
五
「
東
壁
千
仏
及
一
仏
二
菩
薩

説
法
図
。
図
四
一
、
南
壁
上
部
に
は
立
仏
像
一
体
と
左
側
の
塑
造
菩
薩
立
像
が
残
存
し
、
右
側
の

菩
薩
は
光
背
が
部
分
的
に
残
存
す
る
。

（
62
）　

釈
法
顕
撰
、章
巽
校
注
『
法
顕
伝
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
五
年
、一
三
～
一
四
頁
）。

（
63
）　

註
14
の
前
掲
書
五
四
五
頁
、
図
六
八
、
回
廊
東
南
角
の
塑
像
。
図
版
で
は
、
大
型
の
仏
像
の
間

に
非
常
に
小
さ
な
仏
像
を
確
認
で
き
る
。

（
64
）　

釈
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
九
、
三
五
一
頁
、『
大
正
蔵
』
五
五
―
六
七
頁
c
。

（
65
）　

註
3
の
前
掲
書
、
五
六
頁
、
図
六
一
（
原
著
三
二
頁
）。

（
66
）　

魏
収
『
魏
書
』「
高
昌
伝
」
の
記
載
に
よ
る
と
「
晋
以
其
地
為
高
昌
郡
、
張
軌
、
呂
光
、
沮
渠

蒙
遜
拠
河
西
、
皆
置
太
守
以
統
之
」（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
、
巻
一
〇
一
、
二
二
四
三
頁
）。

（
67
）　

王
素
『
高
昌
史
稿
統
治
編
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

（
68
）　

池
田
温
『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
、
図
一
。

（
69
）　

賈
応
逸
「
鳩
摩
羅
什
訳
経
和
北
涼
時
期
的
高
昌
仏
教
」
中
の
「
高
昌
出
土
的
北
涼
仏
経
」
を
参

照
（
註
47
の
賈
応
逸
前
掲
書
、
三
一
八
～
三
二
一
頁
）。

（Li, Yuqun 

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
辺
境
考
古
研
究
中
心
）

訳
者
註

（
補
註
1
）　

原
文
で
は
、
ド
イ
ツ
隊
や
ス
タ
イ
ン
の
調
査
報
告
な
ど
参
照
す
る
場
合
、
註
に
中
文
訳
書

の
情
報
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
底
本
と
な
っ
た
原
著
の
書
誌
情
報
も
併
せ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
頁
が
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
一
部
に
表
記
の
誤
認
が
あ
っ
た
の
で
、
和
訳
に
際
し
て
、

追
加
・
訂
正
を
し
て
中
文
訳
書
と
原
著
の
書
誌
情
報
と
と
も
に
あ
わ
せ
て
提
示
し
た
。

（
補
註
2
）　

後
述
の
N
K
八
窟
の
窟
前
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

（
補
註
3
）　

原
文
の
こ
の
箇
所
は
誤
認
と
み
ら
れ
る
。
正
し
く
は
「
高
昌
・
北
涼
時
代
（
四
四
二
～
四

六
〇
年
）」
か
。

（
補
註
4
）　

原
文
で
は
「
前
室
」
と
表
記
す
る
。

（
訳
者　

も
り　
み
ち
よ
・
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
助
手
）

挿
図　

出
典
一
覧

挿
図
8　

 G
rünw

edel, Albert., Altbuddhistische Kultstätten in C
hinesisch-Turkistan, Berlin, 1912.

（
以

　
　
　
　

下
、Kultstätten

）, fig. 644a

を
転
載
。

挿
図
14　

Kultstätten, fig. 642

を
転
載
。

挿
図
15　

Kultstätten, fig. 649

を
転
載
。

挿
図
29　

Stein, M
arc Aurel., Ancient K

hotan, O
xford, 1907. photo. 68

を
転
載
。

挿
図
30　

Kultstätten, fig. 658

を
転
載
。

※
原
著　

李
裕
群
「
吐
魯
番
吐
峪
溝
石
窟
考
古
新
發
現
─
試
論
五
世
紀
高
昌
佛
教
圖
象
」『
藝
術
史
中
的

　

漢
晉
與
唐
宋
之
變
』（
顏
娟
英
・
石
守
謙
主
編
、
石
頭
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
二
月
）

（
本
翻
訳
論
文
は
平
成
二
五
年
度
海
外
編
集
委
員
に
よ
る
推
薦
論
文
で
あ
る
）
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